
じ
ょ
う
ろ
の
先
外
し
び
っ
く
り
雨
蛙

（
１
Ｃ
）
安
藤
　典
子

夕
焼
け
や
孫
と
互
角
の
腕
相
撲

（
２
Ｃ
）
荒
井
ミ
ド
リ

宝
剣
祭
滴
る
汗
や
護
摩
木
焚
く

（
３
Ｃ
）
梅
津
智
恵
子

立
ち
あ
が
る
懐
い
を
の
せ
て
犬
雲
か

（
４
Ｃ
）
本
間
美
樹
治

突
然
の
山
の
雷
逃
げ
場
な
し

（
研
１
）
小
川
　貞
子

百
日
紅
我
が
も
の
顔
の
炎
天
下

（
研
２
）
湯
田
　和
由

年
金
と
生
活
守
る
こ
の
一
票

（
１
Ａ
）
橋
本
　吉
徳

さ
ぁ
青
春
ス
テ
ッ
プ
あ
れ
れ
？
足
も
つ
れ

（
２
Ａ
）
塩
田
由
喜
子

お
い
し
い
ね
笑
顔
で
ほ
お
ば
る
マ
マ
の
味

（
３
Ａ
）
阿
部
の
り
子

わ
が
庭
は
今
年
は
花
よ
り
野
菜
苗

（
４
Ａ
）
佐
久
間
佳
子

大
相
撲 

土
俵
狭
し
と
逃
げ
ま
く
り

（
研
１
）
石
井
　孝
志

ト
ラ
ン
プ
が
世
界
秩
序
を
変
え
て
い
く

（
研
２
）
國
分
　弘
樹

伸
び
代
の
僅
か
信
じ
て
学
び
舎
に

心
新
た
に
学
び
喜
び
　

（
１
Ｂ
）
大
鐘
　艶
子

若
き
日
の
と
き
め
き
映
す
あ
さ
か
の
は

あ
の
日
の
夢
の
生
き
写
し
か
な
　

（
２
Ｂ
）
武
藤
　次
雄

く
ち
な
し
の
花
一
輪
の
咲
き
し
朝

雨
降
る
庭
に
灯
の
点
る
よ
う
　

（
３
Ｂ
）
宗
像
　道
子

こ
の
世
を
ば
望
月
の
君
き
ら
び
や
か

こ
の
月
を
読
め
し
そ
れ
が
わ
が
世
か
　

（
４
Ｂ
）
栁
田
美
惠
子

孫
走
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
任
せ
と
け

記
録
が
伸
び
る
じ
じ
眉
下
が
る
　

（
研
１
）
佐
久
間
　博 

朝
テ
レ
ビ
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
選
手
ら
に

毎
日
元
気
も
ら
う
映
像
　

（
研
２
）
深
谷
　
　仁

短  

歌

俳  

句
川  

柳

み
ん
な
の

み
ん
な
の

芸
文

編 集 後 記

　最大11連休の大型ゴールデンウィークが明けた5月10日（土）、学生
会は令和7年度の学生会総会を無事に開催しました。当日は、学園事務
局所長の生江温様、研修2年委員長佐藤重章様にご来賓としてお越し
いただき、貴重なご祝辞を頂戴しました。総会には、各クラスの委員
長・副委員長から32名が出席。提出された5つの議案はすべて承認さ
れ、活発な質疑応答も2件行われました。この総会を通じて、学生会は
新年度を順調にスタートさせることができました。
　あれから季節は巡り、あっという間に10月となります。日頃より学生
会事業にご協力いただき、心より感謝申し上げます。学生会の各実行
委員会が企画・実行する様々な事業活動は、各実行委員の方々が、皆さ
んのために一生懸命計画し、推進しているボランティアの賜物です。こ
の尊い善意を実りあるものにするために、学生の皆様！本年度の後半戦
も学生会活動へのご参加、ご支援をよろしくお願い致します。��

令和7年度 学生会総会の実施
学生会会長　國分　尚美

　猛暑の夏もようやくおさまり、過ごしや
すい気候となってきました。
　学生会会報「あさかの」６２号、皆様の
お手元に届きましたでしょうか？
　ここ数年は、ほぼ毎年のように平年よ
り暑い夏となって、今年ももれなく暑い夏
でした。そんな中、○○に鞭打って頑張っ
た運動会、大安場史跡公園の草刈り、う
ねめ踊り等行事の記事・写真の顔は皆さ
ま輝いていました。今号に寄稿くださいま
した皆様に感謝いたします。そして、猛暑
の中撮影された、撮影隊の皆様にも頭が
下がります。
　「継続は力なり」と自分に言い聞かせ、
会報編集委員となり３年目です。編集委員
の皆様の足を引っ張らないようにするの
に精いっぱいですが、役割を果たすため
に微力ながら頑張るつもりです。
　これからも記事募集の際は、皆様の協
力が不可欠ですので、よろしくお願いい
たします。次号もお楽しみに‼

３Ｂ 古川 みよ子

　
う
ね
め
ま
つ
り
の
中
日
、
八
月
八
日
㈮

第
61
回
の
う
ね
め
踊
り
流
し
が
今
年
も

１
９
６
名
の
参
加
を
み
て
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
街
の
活
性
化
に
寄
与
す
べ
く
、郡
山
商
工

会
議
所
の
指
導
の
下
、あ
さ
か
の
学
園
大
学

の
先
生
方
の
ご
協
力
、学
生
会
の
後
押
し
で

楽
し
い
一
夜
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、学
生

間
の
交
流
が
一
層
深
ま
っ
て
学
園
生
活
に

新
た
な
想
い
出
が
加
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
熱
心
に
ご
指
導
い
た

だ
い
た
舞
踊
家
の『
藤
陰
玉
枝
先
生
』、各

ク
ラ
ス
代
表
の
実
行
委
員
諸
氏
の
並
々
な

ら
ぬ
ご
尽
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
、

報
告
と
致
し
ま
す
。

　
う
ね
め
ま
つ
り
の
中
日
、
八
月
八
日
㈮

第
61
回
の
う
ね
め
踊
り
流
し
が
今
年
も

１
９
６
名
の
参
加
を
み
て
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
街
の
活
性
化
に
寄
与
す
べ
く
、郡
山
商
工

会
議
所
の
指
導
の
下
、あ
さ
か
の
学
園
大
学

の
先
生
方
の
ご
協
力
、学
生
会
の
後
押
し
で

楽
し
い
一
夜
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、学
生

間
の
交
流
が
一
層
深
ま
っ
て
学
園
生
活
に

新
た
な
想
い
出
が
加
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
熱
心
に
ご
指
導
い
た

だ
い
た
舞
踊
家
の『
藤
陰
玉
枝
先
生
』、各

ク
ラ
ス
代
表
の
実
行
委
員
諸
氏
の
並
々
な

ら
ぬ
ご
尽
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
、

報
告
と
致
し
ま
す
。

〈
受
賞
結
果
〉

○
個
人
賞
　
１
Ａ 

相
馬
武
さ
ん

○
団
体
賞
優
秀
賞
　
あ
さ
か
の
学
園
大
学

〈
受
賞
結
果
〉

○
個
人
賞
　
１
Ａ 

相
馬
武
さ
ん

○
団
体
賞
優
秀
賞
　
あ
さ
か
の
学
園
大
学

う
ね
め
踊
り
を
終
え
て

う
ね
め
踊
り
を
終
え
て

うねめ踊り実行委員長
武藤 次雄

「第61回 うねめまつり踊り流し」
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出発！
 男性陣も女性陣も

出発前...

万歳三唱！

水分補給！

先生を囲んで練習。
　　    それらしくなってきました。

8/10(日)、早起きしての清掃活動ボランティア。早起きは高齢者の得意技とは言え、
朝の5：45分集合は結構大変。今回も多くの有志の方にご協力いただきました。 相馬 武さん相馬 武さん

豆絞りと花鈴作り

國分会長 挨拶

準備

個人賞

事後清掃
ボランティア

第61回 郡山
うねめまつり

実行委員会

（郡山商工
会議所）主催

うねめのドン
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ク ラ ス 紹 介

　
４
Ａ
は
37
人
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
仲
の
良
い
ク

ラ
ス
で
す
。
ま
と
ま
り
の
良
さ
は
、
２
年
前
学
園

祭
舞
台
発
表
で
「
河
内
お
と
こ
節
」
を
踊
る
事
と

な
り
、
ク
ラ
ス
合
言
葉
「
一
味
同
心
」
の
下
、
練

習
か
ら
本
音
で
対
話
を
重
ね
お
互
い
を
知
り
、
手

作
り
の
素
晴
ら
し
い
踊
り
を
披
露
で
き
た
事
が
き

っ
か
け
で
す
。
充
実
感
、
達
成
感
で
反
省
会
も
盛

り
上
が
り
、
親

睦
を
深
め
、
強

い
絆
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

　
ク
ラ
ス
行
事

も
盛
ん
で
、
茶

道
入
門
、
手
話

講
習
会
な
ど
幅

広
く
企
画
さ
れ
、

授
業
と
は
一
味

違
う
体
験
に
挑

戦
し
、
知
識
を

深
め
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
卒

業
式
を
ク
ラ
ス

全
員
が
、
元
気
、

笑
顔
、
感
謝
で

迎
え
ら
れ
る
事

を
願
っ
て
い
ま

す
。

　
私
達
４
Ｂ
ク
ラ
ス
は
、
元
気
で
楽
し
く
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
た
男
性
20
名
女
性
24
名
に
よ
る
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
学
級
で
す
。
先
日
の
運
動
会
の
練

習
も
、
ク
ラ
ス
一
丸
と
な
っ
て
楽
し
く
行
い
ま
し

た
。
残
念
な
成
績
で
し
た
が
、
慰
労
昼
食
会
で
の

ク
ラ
ス
員
の
気
持
ち
は
優
勝
気
分
で
し
た
。

　
ク
ラ
ス
行
事
と
し
て
、
月
１
回
の
頻
度
で
夕
食

会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
等
イ
ベ
ン
ト
を
行

な
い
、
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。
現
在
も
、
学
園

祭
ス
テ
ー
ジ
発
表

の
練
習
、
夕
食
会

（
暑
気
払
い
）、

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
等
を

交
え
た
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大

会
等
の
準
備
を
進

め
て
お
り
、
特
に

今
年
度
は
、
卒
業

旅
行
・
卒
業
パ
ー

テ
ィ
ー
も
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
私
達
仲
良
し
ク

ラ
ス
は
、
卒
業
ま

で
半
年
近
く
に
な

り
ま
し
た
が
、
菊

地
先
生
と
共
に
、

最
後
ま
で
元
気
で

楽
し
い
学
園
生
活

を
送
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
４
Ｃ
は
、
在
籍
32
名
（
男
10
名
・
女
22

名
）
で
す
。
班
長
・
副
班
長
12
名
（
男
３
名
・
女

９
名
）
で
す
。
数
か
ら
見
て
も
、
女
性
が
活
躍
し

て
い
る
ク
ラ
ス
だ
と
見
て
取
れ
ま
す
。

　
こ
の
ク
ラ
ス
は
、
学
生
会
会
長
の
國
分
尚
美
さ

ん
を
擁
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
で
は
学
級
委
員
長

と
し
て
彼
女
の
明
る
い
人
柄
と
行
動
力
溢
れ
る
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
ク
ラ
ス
内
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。

　
男
性
陣
に
は
異
論
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
比
較
的
お
と
な
し
く
、
女
性

陣
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
さ
え
し
ま

す
。
学
校
行
事
等
や
ク
ラ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
行
事
等

に
お
い
て
も

女
性
陣
が
積

極
的
で
輝
い

て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
う

意
味
で
は
、

正
に
我
が
ク

ラ
ス
は
今
の

時
代
に
相
応

し
い
女
性
活

躍
社
会
を
先

取
り
し
て
い

る
か
の
よ
う

な
そ
ん
な
ク

ラ
ス
だ
と
思

い
ま
す
。

専
門
二
年  

健
康
・
福
祉

五
十
嵐 

和
紀

専
門
二
年  

郷
土
・
生
活

鈴
木 

久
夫

大
和
田 

富
雄

専
門
二
年  

芸
術
・
文
化

　
健
康
・
福
祉
、
郷
土
・

生
活
、芸
術
・
文
化
の
各

学
科
、教
養
、専
門
、（
研

修
）の
各
課
程
、様
々
な

学
び
の
要
求
に
応
え
る

見
事
な
仕
組
み
で
す
。

ま
た
、
経
験
豊
か
な
素
晴
ら
し
い
先
生
方
が
お

揃
い
で
す
。

　
講
座
の
ほ
か
学
園
と
学
生
会
の
多
彩
な
行
事

が
あ
り
ま
す
。
全
て
運
営
は
学
生
の
手
で
行
わ

れ
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活

動
、
社
会
貢
献
活
動
な
ど
学
生
の
自
主
活
動
も

盛
ん
で
す
。
仲
間
と
の
強
い
絆
が
生
ま
れ
、
あ

さ
か
の
大
の
同
窓
生
と
し
て
の
意
識
が
育
く
ま

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
学
年
委
員
長
、
外
部
委
員
、
学
長
、

副
学
長
か
ら
な
る
運
営
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

定
例
で
年
３
回
の
運
営
委
員
会
、
年
１
回
の
学

習
内
容
編
成
委
員
会
が
開
か
れ
ま
す
。
事
務
局

の
先
生
方
、
市
の
担
当
課
長
さ
ん
も
出
席
さ
れ

ま
す
。
こ
こ
で
学
習
計
画
と
行
事
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
改
善
が
図
ら
れ
ま
す
。
大
学
の
運
営
に

常
に
学
生
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。
か
つ
て
他
の
市
町
村
で
も

高
齢
者
大
学
が
試
み
ら
れ
、
殆
ど
存
続
し
て
な

い
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
本
大
学
が
創
設
当
初

か
ら
い
か
に
緻
密
に
計
画
さ
れ
た
か
、
38
年
に

わ
た
り
先
輩
の
皆
さ
ん
が
大
学
を
良
く
し
よ
う

と
努
力
し
て
来
た
か
が
分
か
り
ま
す
。
本
当
に

希
有
な
こ
と
で
す
。
大
切
に
繋
い
で
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

郡
山
市
あ
さ
か
の
学
園
大
学
　
　

学
長
　富
田  

孝
志

あ
さ
か
の
大
は
な
ぜ
か
く
も
長
く

　
最
近
急
に
増
え
て
、

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た

物
の
ひ
と
つ
に
フ
ァ
ミ

レ
ス
の
配
膳
ロ
ボ
ッ
ト

が
あ
る
。
人
手
不
足
対

策
で
導
入
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
見
慣
れ
る
と

左
右
に
身
体
を
振
っ
て
近
づ
い
て
来
る
様
子
が

可
愛
く
見
え
て
く
る
か
ら
不
思
議
だ
。

　
そ
し
て
、
猛
暑
の
続
く
中
急
増
し
た
の
が

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
、
飲
食
店
な
ど
の
宅
配

サ
ー
ビ
ス
。U

berEats

で
は
東
京
並
み
の
注

文
が
あ
っ
た
と
か
。
費
用
の
問
題
は
あ
る
と
し

て
も
、
運
転
免
許
証
返
上
を
考
え
て
い
る
（
私

の
よ
う
な
）
高
齢
者
に
と
っ
て
は
嬉
し
い
話
だ
。

車
を
使
わ
な
い
と
、
バ
ス
で
は
少
な
す
ぎ
（
本

数
が
）、
タ
ク
シ
ー
で
は
高
す
ぎ
る
（
費
用
が
）。

宅
配
は
自
宅
に
い
な
が
ら
外
食
が
出
来
る
の
だ

か
ら
快
適
だ
。

　
た
だ
、
こ
う
し
た
便
利
さ
は
デ
ジ
タ
ル
化
の

上
で
実
現
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
デ
ー
タ
を
入
力

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
病
院
の
予
約
、
通

販
の
注
文
、
タ
ク
シ
ー
依
頼
、
銀
行
口
座
の
管

理
な
ど
な
ど
デ
ジ
タ
ル
優
先
の
仕
組
み
は
多
数

あ
る
。「
高
齢
者
は
ス
マ
ホ
を
使
え
な
い
」
と

考
え
る
と
こ
こ
に
障
壁
が
で
き
る
。

　
見
過
ご
す
よ
り
も
や
っ
て
み
る
気
持
ち
が
大

切
だ
と
思
う
の
だ
が
、
さ
て
貴
方
は
如
何
？

郡
山
市
あ
さ
か
の
学
園
大
学
　
　

副
学
長
　内
藤  

清
吾

『
デ
ジ
タ
ル
の
障
壁
』

「あさかの学園大学」卒業後の生き方･進路？
会報編集委員長　大野 直彦

　突然ですが、あさかの学園大学を卒業後どうされま
すか？

・楽しいから、あさかの学園大学に再入学する。
最近流行りですかね。いきいきしてる方、多いです。
・人様のお世話にならず、自立して悠々自適というのも
素敵です。それだけで十分、社会貢献です。　
・まだまだ身体の動くうちは世の中の、人様のお役に
立ちたい。素晴らしい志です。私も研修２年終了時に
そう思えるようになりたいです。

　答えは百人百様でしょう。既に答えを出した方、思案
中の方、まだ先の事と思って考えてない方もいるのでは。
　そんな中、うちの学生でこんな人を見つけました。３
Ｂの委員長・佐久間さんです。ご存じの方も多いかと

思いますが、「子ども食堂を」切り盛りされています。
在学中から活動開始して社会貢献を実践。また、学生
会役員のLINEでこの話が出た際に、4Aの五十嵐委員
長（数年来、児童養護施設に野菜の無料提供を実践
中）からその場で玉ねぎ
50個、無償提供する話が
出て即決。善意の輪が繋
がりました。意思のある
ところ道は拓かれるです
ね。少しほっこりする話。
　改めて自分の卒業後の
進路？生き方？を考えて
みようと思うきっかけの
出来事でした。
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ク ラ ス 紹 介

　
４
Ａ
は
37
人
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
仲
の
良
い
ク

ラ
ス
で
す
。
ま
と
ま
り
の
良
さ
は
、
２
年
前
学
園

祭
舞
台
発
表
で
「
河
内
お
と
こ
節
」
を
踊
る
事
と

な
り
、
ク
ラ
ス
合
言
葉
「
一
味
同
心
」
の
下
、
練

習
か
ら
本
音
で
対
話
を
重
ね
お
互
い
を
知
り
、
手

作
り
の
素
晴
ら
し
い
踊
り
を
披
露
で
き
た
事
が
き

っ
か
け
で
す
。
充
実
感
、
達
成
感
で
反
省
会
も
盛

り
上
が
り
、
親

睦
を
深
め
、
強

い
絆
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

　
ク
ラ
ス
行
事

も
盛
ん
で
、
茶

道
入
門
、
手
話

講
習
会
な
ど
幅

広
く
企
画
さ
れ
、

授
業
と
は
一
味

違
う
体
験
に
挑

戦
し
、
知
識
を

深
め
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
卒

業
式
を
ク
ラ
ス

全
員
が
、
元
気
、

笑
顔
、
感
謝
で

迎
え
ら
れ
る
事

を
願
っ
て
い
ま

す
。

　
私
達
４
Ｂ
ク
ラ
ス
は
、
元
気
で
楽
し
く
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
た
男
性
20
名
女
性
24
名
に
よ
る
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
学
級
で
す
。
先
日
の
運
動
会
の
練

習
も
、
ク
ラ
ス
一
丸
と
な
っ
て
楽
し
く
行
い
ま
し

た
。
残
念
な
成
績
で
し
た
が
、
慰
労
昼
食
会
で
の

ク
ラ
ス
員
の
気
持
ち
は
優
勝
気
分
で
し
た
。

　
ク
ラ
ス
行
事
と
し
て
、
月
１
回
の
頻
度
で
夕
食

会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
等
イ
ベ
ン
ト
を
行

な
い
、
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。
現
在
も
、
学
園

祭
ス
テ
ー
ジ
発
表

の
練
習
、
夕
食
会

（
暑
気
払
い
）、

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
等
を

交
え
た
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大

会
等
の
準
備
を
進

め
て
お
り
、
特
に

今
年
度
は
、
卒
業

旅
行
・
卒
業
パ
ー

テ
ィ
ー
も
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
私
達
仲
良
し
ク

ラ
ス
は
、
卒
業
ま

で
半
年
近
く
に
な

り
ま
し
た
が
、
菊

地
先
生
と
共
に
、

最
後
ま
で
元
気
で

楽
し
い
学
園
生
活

を
送
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
４
Ｃ
は
、
在
籍
32
名
（
男
10
名
・
女
22

名
）
で
す
。
班
長
・
副
班
長
12
名
（
男
３
名
・
女

９
名
）
で
す
。
数
か
ら
見
て
も
、
女
性
が
活
躍
し

て
い
る
ク
ラ
ス
だ
と
見
て
取
れ
ま
す
。

　
こ
の
ク
ラ
ス
は
、
学
生
会
会
長
の
國
分
尚
美
さ

ん
を
擁
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
で
は
学
級
委
員
長

と
し
て
彼
女
の
明
る
い
人
柄
と
行
動
力
溢
れ
る
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
ク
ラ
ス
内
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。

　
男
性
陣
に
は
異
論
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
比
較
的
お
と
な
し
く
、
女
性

陣
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
さ
え
し
ま

す
。
学
校
行
事
等
や
ク
ラ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
行
事
等

に
お
い
て
も

女
性
陣
が
積

極
的
で
輝
い

て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
う

意
味
で
は
、

正
に
我
が
ク

ラ
ス
は
今
の

時
代
に
相
応

し
い
女
性
活

躍
社
会
を
先

取
り
し
て
い

る
か
の
よ
う

な
そ
ん
な
ク

ラ
ス
だ
と
思

い
ま
す
。

専
門
二
年  

健
康
・
福
祉

五
十
嵐 

和
紀

専
門
二
年  

郷
土
・
生
活

鈴
木 

久
夫

大
和
田 

富
雄

専
門
二
年  

芸
術
・
文
化

　
健
康
・
福
祉
、
郷
土
・

生
活
、芸
術
・
文
化
の
各

学
科
、教
養
、専
門
、（
研

修
）の
各
課
程
、様
々
な

学
び
の
要
求
に
応
え
る

見
事
な
仕
組
み
で
す
。

ま
た
、
経
験
豊
か
な
素
晴
ら
し
い
先
生
方
が
お

揃
い
で
す
。

　
講
座
の
ほ
か
学
園
と
学
生
会
の
多
彩
な
行
事

が
あ
り
ま
す
。
全
て
運
営
は
学
生
の
手
で
行
わ

れ
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活

動
、
社
会
貢
献
活
動
な
ど
学
生
の
自
主
活
動
も

盛
ん
で
す
。
仲
間
と
の
強
い
絆
が
生
ま
れ
、
あ

さ
か
の
大
の
同
窓
生
と
し
て
の
意
識
が
育
く
ま

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
学
年
委
員
長
、
外
部
委
員
、
学
長
、

副
学
長
か
ら
な
る
運
営
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

定
例
で
年
３
回
の
運
営
委
員
会
、
年
１
回
の
学

習
内
容
編
成
委
員
会
が
開
か
れ
ま
す
。
事
務
局

の
先
生
方
、
市
の
担
当
課
長
さ
ん
も
出
席
さ
れ

ま
す
。
こ
こ
で
学
習
計
画
と
行
事
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
改
善
が
図
ら
れ
ま
す
。
大
学
の
運
営
に

常
に
学
生
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。
か
つ
て
他
の
市
町
村
で
も

高
齢
者
大
学
が
試
み
ら
れ
、
殆
ど
存
続
し
て
な

い
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
本
大
学
が
創
設
当
初

か
ら
い
か
に
緻
密
に
計
画
さ
れ
た
か
、
38
年
に

わ
た
り
先
輩
の
皆
さ
ん
が
大
学
を
良
く
し
よ
う

と
努
力
し
て
来
た
か
が
分
か
り
ま
す
。
本
当
に

希
有
な
こ
と
で
す
。
大
切
に
繋
い
で
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

郡
山
市
あ
さ
か
の
学
園
大
学
　
　

学
長
　富
田  

孝
志

あ
さ
か
の
大
は
な
ぜ
か
く
も
長
く

　
最
近
急
に
増
え
て
、

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た

物
の
ひ
と
つ
に
フ
ァ
ミ

レ
ス
の
配
膳
ロ
ボ
ッ
ト

が
あ
る
。
人
手
不
足
対

策
で
導
入
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
見
慣
れ
る
と

左
右
に
身
体
を
振
っ
て
近
づ
い
て
来
る
様
子
が

可
愛
く
見
え
て
く
る
か
ら
不
思
議
だ
。

　
そ
し
て
、
猛
暑
の
続
く
中
急
増
し
た
の
が

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
、
飲
食
店
な
ど
の
宅
配

サ
ー
ビ
ス
。U

berEats

で
は
東
京
並
み
の
注

文
が
あ
っ
た
と
か
。
費
用
の
問
題
は
あ
る
と
し

て
も
、
運
転
免
許
証
返
上
を
考
え
て
い
る
（
私

の
よ
う
な
）
高
齢
者
に
と
っ
て
は
嬉
し
い
話
だ
。

車
を
使
わ
な
い
と
、
バ
ス
で
は
少
な
す
ぎ
（
本

数
が
）、
タ
ク
シ
ー
で
は
高
す
ぎ
る
（
費
用
が
）。

宅
配
は
自
宅
に
い
な
が
ら
外
食
が
出
来
る
の
だ

か
ら
快
適
だ
。

　
た
だ
、
こ
う
し
た
便
利
さ
は
デ
ジ
タ
ル
化
の

上
で
実
現
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
デ
ー
タ
を
入
力

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
病
院
の
予
約
、
通

販
の
注
文
、
タ
ク
シ
ー
依
頼
、
銀
行
口
座
の
管

理
な
ど
な
ど
デ
ジ
タ
ル
優
先
の
仕
組
み
は
多
数

あ
る
。「
高
齢
者
は
ス
マ
ホ
を
使
え
な
い
」
と

考
え
る
と
こ
こ
に
障
壁
が
で
き
る
。

　
見
過
ご
す
よ
り
も
や
っ
て
み
る
気
持
ち
が
大

切
だ
と
思
う
の
だ
が
、
さ
て
貴
方
は
如
何
？

郡
山
市
あ
さ
か
の
学
園
大
学
　
　

副
学
長
　内
藤  

清
吾

『
デ
ジ
タ
ル
の
障
壁
』

「あさかの学園大学」卒業後の生き方･進路？
会報編集委員長　大野 直彦

　突然ですが、あさかの学園大学を卒業後どうされま
すか？

・楽しいから、あさかの学園大学に再入学する。
最近流行りですかね。いきいきしてる方、多いです。
・人様のお世話にならず、自立して悠々自適というのも
素敵です。それだけで十分、社会貢献です。　
・まだまだ身体の動くうちは世の中の、人様のお役に
立ちたい。素晴らしい志です。私も研修２年終了時に
そう思えるようになりたいです。

　答えは百人百様でしょう。既に答えを出した方、思案
中の方、まだ先の事と思って考えてない方もいるのでは。
　そんな中、うちの学生でこんな人を見つけました。３
Ｂの委員長・佐久間さんです。ご存じの方も多いかと

思いますが、「子ども食堂を」切り盛りされています。
在学中から活動開始して社会貢献を実践。また、学生
会役員のLINEでこの話が出た際に、4Aの五十嵐委員
長（数年来、児童養護施設に野菜の無料提供を実践
中）からその場で玉ねぎ
50個、無償提供する話が
出て即決。善意の輪が繋
がりました。意思のある
ところ道は拓かれるです
ね。少しほっこりする話。
　改めて自分の卒業後の
進路？生き方？を考えて
みようと思うきっかけの
出来事でした。
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宝
ひろい

勝利の
歓喜

大 玉
ころがし
じゃんけん
リ レ ー

紅白玉入れ

宝ひろい
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総合得点
順　位

クラス
種目

　
今
年
の
運
動
会
は
、２
年
ぶ
り
に
中

央
体
育
館（
ボ
ン
ズ
ア
リ
ー
ナ
）に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
大
玉
に
変
え
、

二
人
ず
つ
転
が
し
て
リ
レ
ー
す
る
大
玉

転
が
し
は
、会
場
全
体
が
大
い
に
盛
り

上
が
り
、ま
る
で
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ボ
ン
ズ

の
選
手
の
気
分
で
す
。

　
そ
の
あ
と
、恒
例
の
じ
ゃ
ん
け
ん
リ

レ
ー
、紅
白
玉
入
れ
、宝
拾
い
の
競
技

が
行
わ
れ
、優
勝
チ
ー
ム
は
、本
来
は

先
輩
ク
ラ
ス
に
花
を
持
た
せ
る
は
ず
が
、

空
気
が
読
め
な
い
の
か
、「
１
Ｂ
」で
し

た
。と
も
か
く
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
今
年
は
、横
断
幕
、応
援
合
戦
な
ど

コ
ー
ト
外
で
の
戦
い
も
活
発
で
、多
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、開
催
に
向
け
て
準
備
を
進

め
た
実
行
委
員
会
の
皆
様
と
参
加
さ
れ

た
方
々
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
運
動
会
は
、２
年
ぶ
り
に
中

央
体
育
館（
ボ
ン
ズ
ア
リ
ー
ナ
）に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
大
玉
に
変
え
、

二
人
ず
つ
転
が
し
て
リ
レ
ー
す
る
大
玉

転
が
し
は
、会
場
全
体
が
大
い
に
盛
り

上
が
り
、ま
る
で
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ボ
ン
ズ

の
選
手
の
気
分
で
す
。

　
そ
の
あ
と
、恒
例
の
じ
ゃ
ん
け
ん
リ

レ
ー
、紅
白
玉
入
れ
、宝
拾
い
の
競
技

が
行
わ
れ
、優
勝
チ
ー
ム
は
、本
来
は

先
輩
ク
ラ
ス
に
花
を
持
た
せ
る
は
ず
が
、

空
気
が
読
め
な
い
の
か
、「
１
Ｂ
」で
し

た
。と
も
か
く
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
今
年
は
、横
断
幕
、応
援
合
戦
な
ど

コ
ー
ト
外
で
の
戦
い
も
活
発
で
、多
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、開
催
に
向
け
て
準
備
を
進

め
た
実
行
委
員
会
の
皆
様
と
参
加
さ
れ

た
方
々
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

運動会実行委員長
専門２年 芸術・文化
運動会実行委員長
専門２年 芸術・文化

渡邉 章太郎渡邉 章太郎

今
日
だ
け
は
、

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ボ
ン
ズ
の

選
手
気
分
で
！

令和7年度　郡山市あさかの学園大学　運動会結果

大玉
ころがし

じゃんけん
リレー

応援席

紅白
玉入れ
紅白
玉入れ

フレー❗
フレー‼
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研修2年   佐藤 重章

　梅雨明け前の7月3日、新しくなった「宝来屋ボンズアリーナ」
で学園恒例（高齢？）の運動会が開催されました。
　優勝の期待を込めて、ひたむきに競技に臨んだ研修２年総勢
70名。童心に返り、種目が終わる度に一喜一憂。結果、検討及
ばず1点差の準優勝でしたが、皆んなで汗を流した後は、級友と
の絆がより深まり、またひとつ新たに、悔しくも楽しい思い出が
心に刻まれました。
　終わりに実行委員の皆様、事務局の皆様、第一学院高等学校
の皆様、競技奮闘声援下さったクラスの皆様に感謝いたします。

　4月入学式から3か月。まだクラスの仲間はおろか、班の仲
間の顔と名前も漸くわかり始めた中で運動会当日がやって
参りました。
　同じ年代の大学生とは異なり、年齢・性別、そしてこれまで
歩んできた道も全く異なる56名の結束力が優勝という最高
の結果に繋がった事は大変すばらしいことと思います。
　当日を迎えるに当たっては、有志が集まり、協議ルールの
共有、応援団旗やグッズの作成等、共通目標に向かって、そ
れぞれが自律的に役割を全うしました。この一人ひとり想い
の集積が今回の結果に結実したものと確信しております。
　「一人は皆の為に、皆は一人のために」
　私たちはこの精神で、これからの学生生活を送ってまいります。

教養1年  郷土・生活   橋本 　孝

ワンフォーオール
オールフォーワン

運動会

２０２５運動会 準優勝

専門１年  郷土・生活  佐久間 喜代江
　朝から暑い中始まった運動会、皆の勢いそのままに。大玉
ころがしも大玉を引き当てて1位と出だし良く、ジャンケン
では、スタート良くも中々進まない所もありましたが、何とか
ゴールしました。
　玉入れでは結構入った様ですが、数が分らず3位との報
告で驚きました。宝ひろいでも、皆のを合わせると結構な数
で28点と0点も5点も集まればすごいと思ったよりも高得
点と運も味方にしたかと思うほど３Bの団結を感じました。
去年は1位でその勢いは今年も凄いと思える3位の高得点
を上げる事ができました。
　皆さん元気で転ぶ事も怪我もなく本当に無事に終わる事
ができてほっとしています。皆が本気で戦った結果と感じま
した。本当にお疲れさまでした。

優勝

3 位

準優勝

★運動会★ みんなの感
想

　私は昨年まで運動会役員の審判係として奮闘してま
いりました。今年は選手としての参加で日頃の運動不
足に向けてウォーキング等、準備を重ねてきましたが、
ジャンケンの強さやカードの数字だったりと神様の気分
次第なので難しいところです。
　結果としては良くも悪くも堂々の8位でしたが、皆が
笑顔で楽しめたし参加することに意義があるので、良
かったかなと痛感いたしました。来年もたのしむぞーー

研修１　熊田 ヨシエ

　本年大運動会に初参加した中、
まず驚いたのは応援の盛り上りで
クラスごとの応援垂れ幕や応援
グッズでの声援のすごさにびっくり、
また競技も怪我のない様に配慮さ
れていて、その中楽しい汗を流させ
ていただきました。開催の関係者の
皆様に感謝申し上げます。

１A　松本 秀一

　今年は３種目終了時に２位につけ、もしか
したらと期待しましたが、最後の宝さがしで
まさかの失速、結果は５位となりました。
　クラスのスローガン「一味同心」の下、全
員で頑張りましたが善戦及ばず、また運を味
方にできず悔いの残る結果でしたが、成績に
拘らずクラスメイトと楽しい時間を共有でき
ました。また、誰一人ケガもなく、熱中症もな
く終了できたことを大変嬉しく思います。

4A　村越 孝一

　冷房のきいた体育館は快適だった。
　４Cの運動会の成績は7位に始まり
5位、3位と上昇中、当然今年は1位を
目指した。応援席は四方神（青龍・白
虎・朱雀・玄武）が四角を守り、鍾馗様
が睨みをきかす。いざ出陣。少数精鋭
で頑張り抜き7位。思いやる心とクラ
スの絆を深めたラッキーセブンだった。

4C　佐藤 佳子

　思いを込めた2枚の横断幕や応
援グッズを作成し、運動会前の講義
日には皆で鬨の声を上げて迎えた
当日、欠席者は無し。結果は目指し
たものでは無かったけれど、２Ａは
皆穏やかで真面目なクラスです。
伸びしろ十分、来年は乞うご期待！

｠｠２A　岡崎 真知子
　学園に入学して初めてのイベント運動会。当日
は気温も高かったので、さぞや体育館の中は暑苦
しいのでは、と心配でしたが、冷房が効いて身体
が動かし易かった事に驚きでした。各クラスが一
体となった応援、又競技も工夫を凝らして有り、最
後迄ハラハラ、ドキドキで正に青春が再びでした。
そして、初めて会話をした人達もいて、一緒に応援
出来、クラスの絆が一層強くなった様に思います。

１C　六角 美佐江

　研修クラスも含めた、全学年が一ヶ所に集まっ
ての行事はほぼ無いので、しかも目前での熱戦の
真剣さや時には笑い…又応援の各クラスの統一感、
団結力など…４Bクラスとしては少し残念でしたが、
とてもすばらしい楽しい一時を過ごすことができ
ました。運営委員の皆さん、菊池先生始め事務局
の皆さん、ありがとうございました。全てに感謝。

4B　川前 晟三

　リニューアルした体育館。入場行進曲が
鳴り響くと、一気に運動会モードに入ります。
　昨年は初めての運動会実行委員、緊張と
不安で、あっという間に終わってしまいまし
た。今年は多少余裕ができ、他のクラスの役
員の方々と笑顔でコミュニケーションをとり
ながら競技も楽しく参加し、そして、役目も
無事務めることができました。

２C　多田 美代志

　3Ｃの垂れ幕は、デジタルと手
書きの二枚。今年の絵のテーマ
は、皆が主役？制作者は89才？
興味を持った方は、もう一度ご
覧あれ。怪我のないように精査
された競技四種目に、真剣に挑
むものの、技術と体力以上に運
が勝因を左右する。応援団長一
家3Ｃは、黄色一色一丸となって
声援。電光掲示板の点数に一喜
一憂し、高揚感漲ったところで
閉会。大運動会にご尽力の皆様
に感謝。

3C　清水 扶実子

　いざ決戦の時、待ちに待った
７月３日、決戦場は我々には不釣
り合いなボンズアリーナだ。バ
ンカラスタイルの応援団長を先
頭にスタンバイ完了!優勝目指
しいざ戦わん…
　…大玉ころがしは迷走、玉入
れはタライに嫌われ、じゃんけ
んは孫の様な高校生に勝てる訳
もなく、宝は他の誰かに取られ
残り物には福もなく失意のどん
底。でも、みんな笑顔。運動会を
一番楽しんでいるのは我がクラ
ス。間違いなく一等賞なのだ。

２B　柳沼 研一

　梅雨とは思えぬ真夏日の中、総合体育館
で運動会が開かれた。体育館は改築で冷房
は有ったが、参加者の熱気で溢れていた。特
に我がクラスは、やる気十分で応援団・垂れ
幕・祝勝会の会場の手配等怠りなく準備していた。体力は落ちているが、
運と経験と根拠の無い自信は、どのクラスにも負けていなかった。14クラ
スが４種目の競技で熱戦を繰り広げ、我がクラスの成績は、３種目で１位、総
合で２位となり、祝勝会は大盛況でした。成績より選手、応援団の一体感が、
クラスの親睦と結束を深め、仲間との良い思い出となる運動会でした。

研修２年　橋本 健一郎

　運動会を目前に逝去してしまっ
た級友が作ってくれたうちわを
使った応援を力に、学級一丸と
なって二連覇を目指しました。
　宝拾いを残し七位でしたが、
一組に一枚しか入っていない
ゴールドカードを引き当て、四
位という結果で終えることがで
きました。
　来年は二度目の優勝を目指
して頑張ります。

3A　渡邉　晃
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体となった応援、又競技も工夫を凝らして有り、最
後迄ハラハラ、ドキドキで正に青春が再びでした。
そして、初めて会話をした人達もいて、一緒に応援
出来、クラスの絆が一層強くなった様に思います。

１C　六角 美佐江

　研修クラスも含めた、全学年が一ヶ所に集まっ
ての行事はほぼ無いので、しかも目前での熱戦の
真剣さや時には笑い…又応援の各クラスの統一感、
団結力など…４Bクラスとしては少し残念でしたが、
とてもすばらしい楽しい一時を過ごすことができ
ました。運営委員の皆さん、菊池先生始め事務局
の皆さん、ありがとうございました。全てに感謝。

4B　川前 晟三

　リニューアルした体育館。入場行進曲が
鳴り響くと、一気に運動会モードに入ります。
　昨年は初めての運動会実行委員、緊張と
不安で、あっという間に終わってしまいまし
た。今年は多少余裕ができ、他のクラスの役
員の方々と笑顔でコミュニケーションをとり
ながら競技も楽しく参加し、そして、役目も
無事務めることができました。

２C　多田 美代志

　3Ｃの垂れ幕は、デジタルと手
書きの二枚。今年の絵のテーマ
は、皆が主役？制作者は89才？
興味を持った方は、もう一度ご
覧あれ。怪我のないように精査
された競技四種目に、真剣に挑
むものの、技術と体力以上に運
が勝因を左右する。応援団長一
家3Ｃは、黄色一色一丸となって
声援。電光掲示板の点数に一喜
一憂し、高揚感漲ったところで
閉会。大運動会にご尽力の皆様
に感謝。

3C　清水 扶実子

　いざ決戦の時、待ちに待った
７月３日、決戦場は我々には不釣
り合いなボンズアリーナだ。バ
ンカラスタイルの応援団長を先
頭にスタンバイ完了!優勝目指
しいざ戦わん…
　…大玉ころがしは迷走、玉入
れはタライに嫌われ、じゃんけ
んは孫の様な高校生に勝てる訳
もなく、宝は他の誰かに取られ
残り物には福もなく失意のどん
底。でも、みんな笑顔。運動会を
一番楽しんでいるのは我がクラ
ス。間違いなく一等賞なのだ。

２B　柳沼 研一

　梅雨とは思えぬ真夏日の中、総合体育館
で運動会が開かれた。体育館は改築で冷房
は有ったが、参加者の熱気で溢れていた。特
に我がクラスは、やる気十分で応援団・垂れ
幕・祝勝会の会場の手配等怠りなく準備していた。体力は落ちているが、
運と経験と根拠の無い自信は、どのクラスにも負けていなかった。14クラ
スが４種目の競技で熱戦を繰り広げ、我がクラスの成績は、３種目で１位、総
合で２位となり、祝勝会は大盛況でした。成績より選手、応援団の一体感が、
クラスの親睦と結束を深め、仲間との良い思い出となる運動会でした。

研修２年　橋本 健一郎

　運動会を目前に逝去してしまっ
た級友が作ってくれたうちわを
使った応援を力に、学級一丸と
なって二連覇を目指しました。
　宝拾いを残し七位でしたが、
一組に一枚しか入っていない
ゴールドカードを引き当て、四
位という結果で終えることがで
きました。
　来年は二度目の優勝を目指
して頑張ります。

3A　渡邉　晃
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文
子

「
突
然
に
」

　
あ
さ
か
の
学
園
に
入
学
し
て
、
今
年
で

三
年
目
。
新
し
い
班
で
一
緒
に
な
っ
た
明

る
く
元
気
な
方
が
、
六
月
八
日
突
然
亡
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
方
は
三
月
ま
で
働
い

て
い
て
、
何
日
か
前
に
は
外
国
旅
行
に
行

く
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
た
の
に
、
娘

さ
ん
か
ら
電
話
が
き
た
時
は
突
然
で
信
じ

ら
れ
ず
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
私
は
、
学
園
に
入
る
ま
で
は
人
と
の
交

流
が
苦
手
で
、
深
く
付
き
合
う
こ
と
を
さ

け
て
き
ま
し
た
。
で
も
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

ク
ラ
ブ
に
入
り
多
く
の
仲
間
が
で
き
、
出

か
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
周
り

か
ら
も
以
前
に
増
し
て
明
る
く
元
気
で
お

し
ゃ
れ
に
な
っ
た

と
褒
め
ら
れ
ま
す
。

　
年
を
と
っ
た
か

ら
終
活
を
し
て
質

素
で
地
味
な
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
　
　

や
　
め
　
て
　
‼

　
わ
が
ま
ま
で
い

つ
も
楽
し
そ
う
で
、

オ
シ
ャ
レ
な
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
で
一
生

を
終
え
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
退
職
し
て
か
ら
の
毎
日
は
、
主
婦
業
と

介
護
が
仕
事
と
な
っ
た
。
私
が
望
む
第
二

の
人
生
は
、
ど
ん
な
暮
ら
し
な
の
か
？
と

模
索
し
な
が
ら
、
料
理
・
庭
作
り
・
断
捨

離
に
取
り
組
ん
だ
。

　
そ
ん
な
中
で
感
じ
て
い
た
の
は
、
家
以

外
に
も
自
分
の
居
場
所
が
あ
る
こ
と
の
大

切
さ
だ
。
そ
こ
で
昨
年
秋
、「
た
む
ら
市

民
大
学
」
に
入
っ
た
。
家
か
ら
出
て
人
と

交
わ
り
、
学
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
生
き
方

に
感
心
し
た
。

　
こ
の
経
験
は
、
私
の
欲
し
て
い
た
「
所

属
の
欲
求
」
を
満

た
し
て
く
れ
る
も

の
だ
と
再
認
識
で

き
た
。
あ
さ
か
の

学
園
大
学
へ
の
入

学
で
、
私
の
生
活

に
さ
ら
な
る
刺
激

と
彩
を
与
え
て
も

ら
え
そ
う
だ
と
ワ

ク
ワ
ク
し
て
い
る
。

　
五
十
五
年
ぶ
り
に
一
年
生
に
な
っ
た
。

期
待
と
不
安
の
入
学
式
を
終
え
、
五
月
か

ら
は
授
業
が
本
格
的
に
な
っ
た
。
音
楽
、

歴
史
、
美
術
、
法
律
、
俳
句
、
ひ
ょ
う
た

ん
ラ
ン
プ
作
り
、
手
話
と
ど
の
講
座
も
素

晴
ら
し
い
先
生
方
の
お
か
げ
で
興
味
深
い
。

学
生
の
時
は
覚
え
る
こ
と
に
必
死
だ
っ
た

勉
強
が
、
今
は
新
た
な
こ
と
が
分
か
っ
て

喜
ん
だ
り
、
今
ま
で
知
っ
て
い
た
こ
と
と

結
び
つ
い
て
別
な
面
白
さ
を
感
じ
た
り
す

る
学
習
に
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
周

り
に
は
一
緒
に
学
ぶ
一
年
生
が
た
く
さ
ん

い
る
。
み
な
さ
ん
や
さ
し
く
、
そ
し
て
や

る
気
満
々
だ
。
み
な
さ
ん
と
共
に
「
ピ
カ

ピ
カ
の
一
年
生
」
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
六
年
一
月
一
日
に
認
知
症
基
本
法

が
施
行
さ
れ
「
す
べ
て
の
認
知
症
の
人
が
、

基
本
的
人
権
を
享
受
す
る
個
人
と
し
て
、

自
ら
の
意
志
に
よ
っ
て
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め

ら
れ
た
。
し
か
し
、
介
護
が
必
要
な
人
が

多
数
存
在
す
る
。

　
福
島
県
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
二
〇
四
〇

年
に
七
五
〇
〇
人
の
介
護
職
員
不
足
に
な

る
と
の
こ
と
。
圧
倒
的
に
マ
ン
パ
ワ
ー
が

不
足
し
、
介
護
難
民
が
多
発
す
る
の
で
あ

る
。

　
そ
こ
で
、
我
々
の
出
番
で
あ
る
。
介
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
職
員
不
足

解
消
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
る
。
知
識
や

技
術
の
習
得
に
は
、
各
自
治
体
に
て
無
料

の
講
習
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
「
郡
山
市
介
護
に
関
す
る
入
門
的

研
修
」
は
実
践
的
研
修
で
あ
り
有
効
で
あ

る
。
受
講
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

日
々
の
暮
ら
し
で
の
発
見
や
感
じ
て
い
る
こ
と

み
ん
な
の
広
場

　
「
あ
!
な
っ
て
い
る
」
楽
し
み
に
し
て

い
た
フ
ル
ー
ツ
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
な
り
始
め

ま
し
た
。

　
今
は
夏
野
菜
が
元
気
よ
く
育
っ
て
い
ま

す
。
キ
ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
・
ズ
ッ
キ
ー
ニ
・

シ
シ
ト
ウ
・
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
現
役

の
時
は
ゆ
っ
く
り
畑
を
見
る
こ
と
の
な

か
っ
た
私
は
、
今
、
夫
と
伴
に
野
菜
た
ち

を
育
て
て
い
ま
す
。
そ
し
て
食
卓
へ
と
並

べ
て
い
ま
す
。
種
か
ら
育
て
て
い
る
の
で

愛
情
が
わ
い
て
き
ま
す
。
自
分
の
健
康
の

た
め
に
、
そ
し
て
規
則
正
し
い
生
活
の
た

め
に
楽
し
く
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
の
週
一
回
の
大
学
授
業
。

大
学
で
出
会
っ
た
人
は
人
生
を
様
々
に
生

き
抜
い
て
き
た
方
々
で
す
。
人
生
の
先

輩
・
後
輩
に
囲
ま

れ
て
学
ぶ
事
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
一
つ
一
つ
が

こ
れ
か
ら
の
私
の

財
産
に
な
っ
て
い

く
事
で
し
ょ
う
。

 

一
年
生
の
11
月
、
見
学
し
た
そ
の
日
に

加
入
!
半
年
が
過
ぎ
た
今
で
は
、
月
三
回

の
定
例
会
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
数
は
六
月
現
在
で
23
名
前
後
、
ギ

タ
ー
や
キ
ー
ボ
ー
ド
、
オ
カ
リ
ナ
や
ハ
ー

モ
ニ
カ
、
口
笛
の
演
奏
者
ま
で
い
て
、
賑

や
か
に
楽
し
く
唱
っ
て
い
ま
す
。

　
学
生
時
代
に
う
た
ご
え
喫
茶
で
歌
っ
て

い
た
懐
か
し
い
歌
「
イ
ム
ジ
ン
河
」
や

「
翼
を
く
だ
さ
い
」
は
勿
論
、
な
ん
と

「
二
人
で
お
酒
を
」
や
「
津
軽
平
野
」
ま

で
歌
え
る
と
は…

…

。

　
学
生
の
皆
様
、
ぜ
ひ
発
表
会
に
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
青
春
請
け
負
い
ま
す

‼

　
四
月
末
に
、
五
月
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

に
行
っ
て
ほ
し
い
と
無
茶
ぶ
り
の
連
絡
が

来
る
。
ま
た
か
と
思
い
な
が
ら
も
何
故
か

乗
っ
て
し
ま
う
私
た
ち
夫
婦
。
目
的
は
モ

ル
デ
ィ
ブ
の
農
業
支
援
。
福
島
か
ら
は
私

達
二
人
。
宮
城
、
福
岡
、
本
部
よ
り
五
人

の
ツ
ア
ー
だ
。

　
二
人
は
マ
レ
ー
シ
ア
で
会
議
が
あ
る
と

二
日
前
に
出
発
。
私
達
二
人
は
成
田
か
ら

夜
の
便
で
マ
レ
ー
シ
ア
へ
。
七
時
間
か
け

て
着
い
た
空
港
は
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
空
港
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
。
大
き
い
空
港
だ
。
表

示
に
日
本
語
が
あ
る
!
と
り
あ
え
ず
ひ
と

安
心
。
乗
継
の
時
間
ま
で
四
時
間
空
港
内

を
ウ
ロ
ウ
ロ
。
あ
れ
!
ゲ
ー
ト
が
変
わ
っ

て
い
る
。
移
動
し
な
け
れ
ば
。
内
心
焦
り

な
が
ら
空
港
の
端
ま
で
き
て
バ
ス
に
乗
る
。

　
残
り
一
時
間
。
出
発
ゲ
ー
ト
前
で
五
人

顔
を
合
わ
せ
る
。
目
的
地
は
こ
こ
か
ら
四

時
間
の
モ
ル
デ
ィ
ブ
で
す
。

「
私
、
あ
か
さ
の
大
学
に
入
学
す
る
の
」

と
母
は
突
然
宣
言
し
た
。
父
を
見
送
っ
て

半
年
後
、
母
は
学
生
生
活
を
謳
歌
し
始
め

た
。

　
旧
知
の
友
と
も
再
会
し
て
ま
さ
し
く

「
青
春
ふ
た
た
び
」
だ
っ
た
。
と
り
わ
け

学
園
祭
の
ク
ラ
ス
の
合
唱
で
白
の
ブ
ラ
ウ

ス
と
黒
の
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
が
は
け
た
の

は
嬉
し
か
っ
た
ら
し
い
。
も
う
こ
の
年
だ

か
ら
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
は
は
け
な
い
。
一

度
は
い
て
み
た
か
っ
た
が
は
け
て
本
望
。

感
無
量
の
様
だ
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
20
数
年
。
私
も
母
の
歩
み
を

追
体
験
す
べ
く
入
学
。
母
の
気
持
ち
が
分

か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
ビ
ビ
ッ
ト
コ

ー
ラ
ス
に
入
部
し
て
、
白
の
ブ
ラ
ウ
ス
を

探
し
て
い
た
ら
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
か
ら
出
て

き
た
の
で
あ
る
。
あ
の
母
の
白
い
ブ
ラ
ウ

ス
。
母
の
想
い
を
胸
に
私
は
ブ
ラ
ウ
ス
を

着
る
。

　
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
母
は
い
つ
ま

で
も
一
緒
で
あ
る
。
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六
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八
日
突
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亡
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の
方
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月
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何
日
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外
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そ
う
に
話
し
て
い
た
の
に
、
娘

さ
ん
か
ら
電
話
が
き
た
時
は
突
然
で
信
じ

ら
れ
ず
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
私
は
、
学
園
に
入
る
ま
で
は
人
と
の
交

流
が
苦
手
で
、
深
く
付
き
合
う
こ
と
を
さ

け
て
き
ま
し
た
。
で
も
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

ク
ラ
ブ
に
入
り
多
く
の
仲
間
が
で
き
、
出

か
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
周
り

か
ら
も
以
前
に
増
し
て
明
る
く
元
気
で
お

し
ゃ
れ
に
な
っ
た

と
褒
め
ら
れ
ま
す
。

　
年
を
と
っ
た
か

ら
終
活
を
し
て
質

素
で
地
味
な
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
　
　

や
　
め
　
て
　
‼

　
わ
が
ま
ま
で
い

つ
も
楽
し
そ
う
で
、

オ
シ
ャ
レ
な
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
で
一
生

を
終
え
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
退
職
し
て
か
ら
の
毎
日
は
、
主
婦
業
と

介
護
が
仕
事
と
な
っ
た
。
私
が
望
む
第
二

の
人
生
は
、
ど
ん
な
暮
ら
し
な
の
か
？
と

模
索
し
な
が
ら
、
料
理
・
庭
作
り
・
断
捨

離
に
取
り
組
ん
だ
。

　
そ
ん
な
中
で
感
じ
て
い
た
の
は
、
家
以

外
に
も
自
分
の
居
場
所
が
あ
る
こ
と
の
大

切
さ
だ
。
そ
こ
で
昨
年
秋
、「
た
む
ら
市

民
大
学
」
に
入
っ
た
。
家
か
ら
出
て
人
と

交
わ
り
、
学
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
生
き
方

に
感
心
し
た
。

　
こ
の
経
験
は
、
私
の
欲
し
て
い
た
「
所

属
の
欲
求
」
を
満

た
し
て
く
れ
る
も

の
だ
と
再
認
識
で

き
た
。
あ
さ
か
の

学
園
大
学
へ
の
入

学
で
、
私
の
生
活

に
さ
ら
な
る
刺
激

と
彩
を
与
え
て
も

ら
え
そ
う
だ
と
ワ

ク
ワ
ク
し
て
い
る
。

　
五
十
五
年
ぶ
り
に
一
年
生
に
な
っ
た
。

期
待
と
不
安
の
入
学
式
を
終
え
、
五
月
か

ら
は
授
業
が
本
格
的
に
な
っ
た
。
音
楽
、

歴
史
、
美
術
、
法
律
、
俳
句
、
ひ
ょ
う
た

ん
ラ
ン
プ
作
り
、
手
話
と
ど
の
講
座
も
素

晴
ら
し
い
先
生
方
の
お
か
げ
で
興
味
深
い
。

学
生
の
時
は
覚
え
る
こ
と
に
必
死
だ
っ
た

勉
強
が
、
今
は
新
た
な
こ
と
が
分
か
っ
て

喜
ん
だ
り
、
今
ま
で
知
っ
て
い
た
こ
と
と

結
び
つ
い
て
別
な
面
白
さ
を
感
じ
た
り
す

る
学
習
に
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
周

り
に
は
一
緒
に
学
ぶ
一
年
生
が
た
く
さ
ん

い
る
。
み
な
さ
ん
や
さ
し
く
、
そ
し
て
や

る
気
満
々
だ
。
み
な
さ
ん
と
共
に
「
ピ
カ

ピ
カ
の
一
年
生
」
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
六
年
一
月
一
日
に
認
知
症
基
本
法

が
施
行
さ
れ
「
す
べ
て
の
認
知
症
の
人
が
、

基
本
的
人
権
を
享
受
す
る
個
人
と
し
て
、

自
ら
の
意
志
に
よ
っ
て
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め

ら
れ
た
。
し
か
し
、
介
護
が
必
要
な
人
が

多
数
存
在
す
る
。

　
福
島
県
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
二
〇
四
〇

年
に
七
五
〇
〇
人
の
介
護
職
員
不
足
に
な

る
と
の
こ
と
。
圧
倒
的
に
マ
ン
パ
ワ
ー
が

不
足
し
、
介
護
難
民
が
多
発
す
る
の
で
あ

る
。

　
そ
こ
で
、
我
々
の
出
番
で
あ
る
。
介
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
職
員
不
足

解
消
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
る
。
知
識
や

技
術
の
習
得
に
は
、
各
自
治
体
に
て
無
料

の
講
習
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
「
郡
山
市
介
護
に
関
す
る
入
門
的

研
修
」
は
実
践
的
研
修
で
あ
り
有
効
で
あ

る
。
受
講
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

日
々
の
暮
ら
し
で
の
発
見
や
感
じ
て
い
る
こ
と

み
ん
な
の
広
場

　
「
あ
!
な
っ
て
い
る
」
楽
し
み
に
し
て

い
た
フ
ル
ー
ツ
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
な
り
始
め

ま
し
た
。

　
今
は
夏
野
菜
が
元
気
よ
く
育
っ
て
い
ま

す
。
キ
ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
・
ズ
ッ
キ
ー
ニ
・

シ
シ
ト
ウ
・
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
現
役

の
時
は
ゆ
っ
く
り
畑
を
見
る
こ
と
の
な

か
っ
た
私
は
、
今
、
夫
と
伴
に
野
菜
た
ち

を
育
て
て
い
ま
す
。
そ
し
て
食
卓
へ
と
並

べ
て
い
ま
す
。
種
か
ら
育
て
て
い
る
の
で

愛
情
が
わ
い
て
き
ま
す
。
自
分
の
健
康
の

た
め
に
、
そ
し
て
規
則
正
し
い
生
活
の
た

め
に
楽
し
く
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
の
週
一
回
の
大
学
授
業
。

大
学
で
出
会
っ
た
人
は
人
生
を
様
々
に
生

き
抜
い
て
き
た
方
々
で
す
。
人
生
の
先

輩
・
後
輩
に
囲
ま

れ
て
学
ぶ
事
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
一
つ
一
つ
が

こ
れ
か
ら
の
私
の

財
産
に
な
っ
て
い

く
事
で
し
ょ
う
。

 

一
年
生
の
11
月
、
見
学
し
た
そ
の
日
に

加
入
!
半
年
が
過
ぎ
た
今
で
は
、
月
三
回

の
定
例
会
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
数
は
六
月
現
在
で
23
名
前
後
、
ギ

タ
ー
や
キ
ー
ボ
ー
ド
、
オ
カ
リ
ナ
や
ハ
ー

モ
ニ
カ
、
口
笛
の
演
奏
者
ま
で
い
て
、
賑

や
か
に
楽
し
く
唱
っ
て
い
ま
す
。

　
学
生
時
代
に
う
た
ご
え
喫
茶
で
歌
っ
て

い
た
懐
か
し
い
歌
「
イ
ム
ジ
ン
河
」
や

「
翼
を
く
だ
さ
い
」
は
勿
論
、
な
ん
と

「
二
人
で
お
酒
を
」
や
「
津
軽
平
野
」
ま

で
歌
え
る
と
は…

…

。

　
学
生
の
皆
様
、
ぜ
ひ
発
表
会
に
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
青
春
請
け
負
い
ま
す

‼

　
四
月
末
に
、
五
月
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

に
行
っ
て
ほ
し
い
と
無
茶
ぶ
り
の
連
絡
が

来
る
。
ま
た
か
と
思
い
な
が
ら
も
何
故
か

乗
っ
て
し
ま
う
私
た
ち
夫
婦
。
目
的
は
モ

ル
デ
ィ
ブ
の
農
業
支
援
。
福
島
か
ら
は
私

達
二
人
。
宮
城
、
福
岡
、
本
部
よ
り
五
人

の
ツ
ア
ー
だ
。

　
二
人
は
マ
レ
ー
シ
ア
で
会
議
が
あ
る
と

二
日
前
に
出
発
。
私
達
二
人
は
成
田
か
ら

夜
の
便
で
マ
レ
ー
シ
ア
へ
。
七
時
間
か
け

て
着
い
た
空
港
は
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
空
港
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
。
大
き
い
空
港
だ
。
表

示
に
日
本
語
が
あ
る
!
と
り
あ
え
ず
ひ
と

安
心
。
乗
継
の
時
間
ま
で
四
時
間
空
港
内

を
ウ
ロ
ウ
ロ
。
あ
れ
!
ゲ
ー
ト
が
変
わ
っ

て
い
る
。
移
動
し
な
け
れ
ば
。
内
心
焦
り

な
が
ら
空
港
の
端
ま
で
き
て
バ
ス
に
乗
る
。

　
残
り
一
時
間
。
出
発
ゲ
ー
ト
前
で
五
人

顔
を
合
わ
せ
る
。
目
的
地
は
こ
こ
か
ら
四

時
間
の
モ
ル
デ
ィ
ブ
で
す
。

「
私
、
あ
か
さ
の
大
学
に
入
学
す
る
の
」

と
母
は
突
然
宣
言
し
た
。
父
を
見
送
っ
て

半
年
後
、
母
は
学
生
生
活
を
謳
歌
し
始
め

た
。

　
旧
知
の
友
と
も
再
会
し
て
ま
さ
し
く

「
青
春
ふ
た
た
び
」
だ
っ
た
。
と
り
わ
け

学
園
祭
の
ク
ラ
ス
の
合
唱
で
白
の
ブ
ラ
ウ

ス
と
黒
の
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
が
は
け
た
の

は
嬉
し
か
っ
た
ら
し
い
。
も
う
こ
の
年
だ

か
ら
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
は
は
け
な
い
。
一

度
は
い
て
み
た
か
っ
た
が
は
け
て
本
望
。

感
無
量
の
様
だ
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
20
数
年
。
私
も
母
の
歩
み
を

追
体
験
す
べ
く
入
学
。
母
の
気
持
ち
が
分

か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
ビ
ビ
ッ
ト
コ

ー
ラ
ス
に
入
部
し
て
、
白
の
ブ
ラ
ウ
ス
を

探
し
て
い
た
ら
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
か
ら
出
て

き
た
の
で
あ
る
。
あ
の
母
の
白
い
ブ
ラ
ウ

ス
。
母
の
想
い
を
胸
に
私
は
ブ
ラ
ウ
ス
を

着
る
。

　
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
母
は
い
つ
ま

で
も
一
緒
で
あ
る
。
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入学式・始業式

専
門
二
年  

芸
術
・
文
化
　
　

栁
沼 

と
よ
子

「
小
さ
な
旅
」

専
門
二
年  

郷
土
・
生
活
　
　

平
田 

幸
一

50
年
を
越
え
た
絆

専
門
一
年  

芸
術
・
文
化
　
　

草
野 

静
子

想
い
出
の
万
年
筆

専
門
二
年  

健
康
・
福
祉
　
　

勅
使
河
原 

妙
子

任
さ
れ
た
断
捨
離

研
修
一
年　
山
内 

ま
り
子

「
写
経
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
」

研
修
一
年　
鈴
木 

周
明

あ
さ
か
の
学
園
大
学
に

入
学
し
て

　
10
代
の
頃
、
友
だ
ち
に
手
紙
を
書
く
の

が
好
き
だ
っ
た
。
ス
マ
ホ
も
ケ
ー
タ
イ
も

な
い
し
、
家
の
電
話
で
長
話
し
て
る
と
怒

ら
れ
る
し
。
学
校
で
さ
ん
ざ
ん
お
喋
り
し

て
て
も
ま
だ
話
し
足
り
な
い
私
た
ち
は
、

い
っ
ぱ
い
手
紙
を
書
い
た
。
ま
た
明
日
会

え
る
け
ど
、
明
日
は
今
じ
ゃ
な
い
。

　
レ
タ
ー
セ
ッ
ト
や
筆
記
具
も
た
く
さ
ん

集
め
て
い
て
、
お
下
が
り
の
万
年
筆
も
持

っ
て
い
た
。
で
も
新
品
の
万
年
筆
が
ほ
し

く
て
『
ラ
ミ
ー
２
０
０
０
』
と
い
う
万
年

筆
を
買
っ
た
。
40
年
ぐ
ら
い
前
だ
。
ラ
ミ

ー
で
こ
の
原
稿
を
書
こ
う
と
し
た
け
ど
、

お
手
入
れ
を
さ
ぼ
っ
て
い
た
の
で
す
ぐ
に

は
使
え
ず
、
指
定
通
り
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

で
の
提
出
と
な
っ
た
。
そ
う
い
う
時
代
。

　
完
全
車
椅
子
生
活
の
95
才
の
義
母
に
、

断
捨
離
を
任
さ
れ
た
。
ト
イ
レ
は
介
護
無

し
で
は
無
理
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
頭
は
し

っ
か
り
し
て
い
る
。
百
才
ま
で
は
頑
張
る

と
口
に
す
る
義
母
に
、
前
々
か
ら
「
断
捨

離
を
!
」
と
勧
め
て
い
た
が
聞
く
耳
持
た

ず
。
と
こ
ろ
が
最
近
「
任
せ
る
か
ら
や
っ

て
」
と
の
こ
と
。

　
義
母
は
、
こ
こ
で
育
ち
結
婚
し
て
、
現

在
ま
で
の
私
物
財
産
が
沢
山
あ
る
。
95
年

分
の
ア
ル
バ
ム
や
、
趣
味
の
も
の
等
を
見

回
し
た
だ
け
で
も
、
冷
や
汗
が
出
て
く
る
。

本
来
な
ら
私
自
身
、
終
活
で
身
辺
整
理
の

歳
な
の
に
。

　
し
か
し
、
任
さ
れ
た
以
上
ま
ず
は
、
義

母
の
意
向
を
尊
重
し
、
第
一
弾
の
断
捨
離

に
励
む
こ
と
に
し
た
。

　
田
村
市
立
常
葉
中
学
校
に
、
用
務
員
補

助
パ
ー
ト
勤
務
し
て
四
年
に
な
る
。
そ
こ

で
、
毎
年
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
、「
特
別
支
援
学
級
で
の
誕
生
日
祝
い
」

で
あ
る
。
誕
生
日
を
祝
う
歌
と
い
え
ば

「
ハ
ッ
ピ
バ
ー
ス
デ
ー
ツ
ー
ユ
ー
」
の
、
あ

の
歌
で
あ
る
。

　
そ
の
歌
は
、
一
曲
歌
う
の
に
21
の
音
符

が
あ
る
。
そ
の
音
符
の
数
だ
け
、「
ア
ル

ミ
管
」
を
用
意
す
る
の
で
あ
る
。（
写
真

参
照
）
そ
し
て
、
そ
の
ア
ル
ミ
管
を
、
調

子
よ
く
空
中
に
放
り
投
げ
る
。
す
る
と
、

床
に
落
ち
た
時
に
、「
キ
ー
ン
」
と
音
を

出
す
。
そ
れ
が
、
21
回
繰
り
返
さ
れ
る
と
、

誕
生
日
歌
「
ハ
ッ
ピ
バ
ー
ス
デ
ー
ツ
ー
ユ

ー
」
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
ア
ル
ミ
菅
の
出
す
音
を
「
チ
ャ
イ
ム
」

と
す
る
と
、
チ
ャ
イ
ム
が
「
バ
ン
ジ
ー

（
落
下
）」
す
る
の
で
、「
バ
ン
ジ
ー
チ
ャ

イ
ム
」
と
称
し
て
い
る
。
生
徒
は
、
初
め

は
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
る
が
、
一
度
や
る

と
楽
し
く
な
り
、「
ま
た
や
り
た
い
」
と

言
っ
て
く
れ
る
。

　
こ
う
し
て
、
老
人
（
60
代
）
と
生
徒
（
10

代
）
の
「
つ
な
が
り
」
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

　
今
年
も
六
月
に
姉
妹
三
人
で
会
津
下
郷

町
湯
上
温
泉
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。
四
度

目
の
宿
泊
で
す
。
通
さ
れ
た
部
屋
の
窓
を

開
け
て
み
る
と
目
前
の
山
に
大
き
な
虹
が

う
っ
す
ら
と
架
か
っ
て
い
ま
す
。
さ
っ
そ

く
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。
山
あ
い
の
静
け
さ

に
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
、
時
折
通
過
す
る
会

津
鉄
道
の
電
車
の
音
が
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
と

響
き
ま
す
。

　
部
屋
の
中
に
は
源
泉
掛
け
流
し
の
お
風

呂
が
付
い
て
い
て
自
由
に
入
る
事
が
で
き

ま
す
。
時
間
を
忘
れ
て
お
喋
り
に
夢
中
に

な
り
上
膳
下
膳
の
夕
食
も
楽
し
く
頂
き
、

食
後
の
会
話
は
夜
更
け
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
翌
日
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
際
に
一
年

後
の
宿
泊
予
約
を
入
れ
て
宿
を
後
に
し
ま

し
た
。

　
私
が
あ
さ
か
の
学
園
大
学
に
入
学
し
て

早
い
も
の
で
五
年
目
に
な
り
ま
す
。
当
初
、

友
人
に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
入
学
し
ま
し
た

が
、
今
で
は
す
っ
か
り
生
活
の
一
部
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
今
読
ん
で
い
る
本
の
中
に
高
齢
者
に
は
、

教
養
と
教
育
が
必
要
と
あ
り
ま
す
。
置
き

換
え
る
と
、
教
養
と
は
「
今
日
用
」
今
日

の
用
事
、
教
育
と
は
「
今
日
行
く
所
」
特

に
男
性
に
と
っ
て
こ
れ
ら
が
無
け
れ
ば
家

に
閉
じ
こ
も
り
、
う
つ
病
や
痴
呆
の
予
備

軍
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
大
学
に
入
学
し
た
こ
と
で
念
願
の

登
山
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
友
人
と
の
ラ
ン

チ
、
ゴ
ル
フ
な
ど
毎
日
充
実
し
た
生
活
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
あ
さ
か
の
大
学
に
入
学
し
て
早
や
六
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
勉
強
を
し

た
り
、
体
験
を
し
て
日
々
新
鮮
で
す
。

　
写
経
ク
ラ
ブ
に
も
四
年
生
か
ら
入
り
、

五
月
に
は
西
田
町
の
廣
度
寺
に
て
納
経
し

て
、
座
禅
も
や
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
経

験
で
す
。
御
住
職
の
説
法
？
を
聞
き
、
そ

し
て
写
経
。
皆
さ
ん
神
妙
に
黙
々
と
筆
を

動
か
し
ま
す
。
そ
の
空
間
に
と
け
込
ん
で

私
も
な
ん
と
か
時
間
内
に
書
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
文
字
の
上
手
、
下
手
は
関

係
ね
え
ん
だ
」
と
誰
か
の
言
葉
に
励
ま
さ

れ
て
。

　
写
経
ク
ラ
ブ
は
、
た
だ
書
く
だ
け
で
な

く
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
あ
り
、
親
交
を

深
め
ら
れ
る
の
が
何
よ
り
の
魅
力
で
す
。

令
和
七
年
度

あ
さ
か
の
学
園
大
学
入
学
式

　
令
和
七
年
度
郡
山
市
あ
さ
か
の
学
園
大
学
入

学
式
が
、
４
月
11
日
、
私
た
ち
一
年
生
１
７
３

名
を
含
む
教
養
・
専
門
課
程
５
５
２
名
が
出
席

し
、
け
ん
し
ん
郡
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
普
段
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
発
表
会
な
ど
で
訪
れ

る
機
会
の
多
い
会
場
で
す
が
、
当
日
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
に
足
を
踏
み
入
れ
た
瞬
間
、
同
じ

会
場
と
は
思
え
な
い
熱
気
と
緊
張
感
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。

　
あ
さ
か
の
学
園
大
学
を
「
学
び
の
場
」
と
し

て
自
ら
選
択
し
今
こ
こ
に
お
ら
れ
る
先
輩
の
皆

様
方
の
誇
り
と
喜
び
が
強
く
感
じ
ら
れ
、
私
た

ち
一
年
生
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
園

生
活
へ
の
何
よ
り
の
励
ま
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
式
で
は
、
富
田
学
長

よ
り
入
学
許
可
を
い
た
だ
き
、
品
川
市
長
の
ご

あ
い
さ
つ
、
佐
藤
市
議
会
議
長
の
祝
辞
を
頂
戴

し
ま
し
た
。
新
入
生
代
表
の
鈴
木
ヨ
シ
子
さ
ん

が
「
学
び
続
け
、
人
生
を
謳
歌
し
て
い
く
」
と

の
決
意
を
述
べ
、
在
学
生
代
表
の
國
分
尚
美
さ

ん
か
ら
心
強
い
歓
迎
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
や
や
も
す
る
と
心
身
と
も
に
内
向
き
に
な
り

が
ち
な
年
頃
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
さ
か
の
学

園
大
学
が
学
習
目
標
に
掲
げ
る
「
積
極
的
な
社

会
参
加
の
契
機
と
す
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
活
躍
す
る
力
を
育
む
」
と
い
う

原
点
を
忘
れ
ず
、
学
友
と
の
交
流
を
楽
し
み
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
と
ひ
そ
か
に
誓
っ
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
。 教

養
一
年  
健
康
・
福
祉
　山
澤 

修
一
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入学式・始業式

専
門
二
年  

芸
術
・
文
化
　
　

栁
沼 

と
よ
子

「
小
さ
な
旅
」

専
門
二
年  

郷
土
・
生
活
　
　

平
田 

幸
一

50
年
を
越
え
た
絆

専
門
一
年  

芸
術
・
文
化
　
　

草
野 

静
子

想
い
出
の
万
年
筆

専
門
二
年  

健
康
・
福
祉
　
　

勅
使
河
原 

妙
子

任
さ
れ
た
断
捨
離

研
修
一
年　
山
内 

ま
り
子

「
写
経
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
」

研
修
一
年　
鈴
木 

周
明

あ
さ
か
の
学
園
大
学
に

入
学
し
て

　
10
代
の
頃
、
友
だ
ち
に
手
紙
を
書
く
の

が
好
き
だ
っ
た
。
ス
マ
ホ
も
ケ
ー
タ
イ
も

な
い
し
、
家
の
電
話
で
長
話
し
て
る
と
怒

ら
れ
る
し
。
学
校
で
さ
ん
ざ
ん
お
喋
り
し

て
て
も
ま
だ
話
し
足
り
な
い
私
た
ち
は
、

い
っ
ぱ
い
手
紙
を
書
い
た
。
ま
た
明
日
会

え
る
け
ど
、
明
日
は
今
じ
ゃ
な
い
。

　
レ
タ
ー
セ
ッ
ト
や
筆
記
具
も
た
く
さ
ん

集
め
て
い
て
、
お
下
が
り
の
万
年
筆
も
持

っ
て
い
た
。
で
も
新
品
の
万
年
筆
が
ほ
し

く
て
『
ラ
ミ
ー
２
０
０
０
』
と
い
う
万
年

筆
を
買
っ
た
。
40
年
ぐ
ら
い
前
だ
。
ラ
ミ

ー
で
こ
の
原
稿
を
書
こ
う
と
し
た
け
ど
、

お
手
入
れ
を
さ
ぼ
っ
て
い
た
の
で
す
ぐ
に

は
使
え
ず
、
指
定
通
り
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

で
の
提
出
と
な
っ
た
。
そ
う
い
う
時
代
。

　
完
全
車
椅
子
生
活
の
95
才
の
義
母
に
、

断
捨
離
を
任
さ
れ
た
。
ト
イ
レ
は
介
護
無

し
で
は
無
理
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
頭
は
し

っ
か
り
し
て
い
る
。
百
才
ま
で
は
頑
張
る

と
口
に
す
る
義
母
に
、
前
々
か
ら
「
断
捨

離
を
!
」
と
勧
め
て
い
た
が
聞
く
耳
持
た

ず
。
と
こ
ろ
が
最
近
「
任
せ
る
か
ら
や
っ

て
」
と
の
こ
と
。

　
義
母
は
、
こ
こ
で
育
ち
結
婚
し
て
、
現

在
ま
で
の
私
物
財
産
が
沢
山
あ
る
。
95
年

分
の
ア
ル
バ
ム
や
、
趣
味
の
も
の
等
を
見

回
し
た
だ
け
で
も
、
冷
や
汗
が
出
て
く
る
。

本
来
な
ら
私
自
身
、
終
活
で
身
辺
整
理
の

歳
な
の
に
。

　
し
か
し
、
任
さ
れ
た
以
上
ま
ず
は
、
義

母
の
意
向
を
尊
重
し
、
第
一
弾
の
断
捨
離

に
励
む
こ
と
に
し
た
。

　
田
村
市
立
常
葉
中
学
校
に
、
用
務
員
補

助
パ
ー
ト
勤
務
し
て
四
年
に
な
る
。
そ
こ

で
、
毎
年
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
、「
特
別
支
援
学
級
で
の
誕
生
日
祝
い
」

で
あ
る
。
誕
生
日
を
祝
う
歌
と
い
え
ば

「
ハ
ッ
ピ
バ
ー
ス
デ
ー
ツ
ー
ユ
ー
」
の
、
あ

の
歌
で
あ
る
。

　
そ
の
歌
は
、
一
曲
歌
う
の
に
21
の
音
符

が
あ
る
。
そ
の
音
符
の
数
だ
け
、「
ア
ル

ミ
管
」
を
用
意
す
る
の
で
あ
る
。（
写
真

参
照
）
そ
し
て
、
そ
の
ア
ル
ミ
管
を
、
調

子
よ
く
空
中
に
放
り
投
げ
る
。
す
る
と
、

床
に
落
ち
た
時
に
、「
キ
ー
ン
」
と
音
を

出
す
。
そ
れ
が
、
21
回
繰
り
返
さ
れ
る
と
、

誕
生
日
歌
「
ハ
ッ
ピ
バ
ー
ス
デ
ー
ツ
ー
ユ

ー
」
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
ア
ル
ミ
菅
の
出
す
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を
「
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ム
」

と
す
る
と
、
チ
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イ
ム
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「
バ
ン
ジ
ー

（
落
下
）」
す
る
の
で
、「
バ
ン
ジ
ー
チ
ャ

イ
ム
」
と
称
し
て
い
る
。
生
徒
は
、
初
め

は
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
る
が
、
一
度
や
る

と
楽
し
く
な
り
、「
ま
た
や
り
た
い
」
と

言
っ
て
く
れ
る
。

　
こ
う
し
て
、
老
人
（
60
代
）
と
生
徒
（
10

代
）
の
「
つ
な
が
り
」
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

　
今
年
も
六
月
に
姉
妹
三
人
で
会
津
下
郷

町
湯
上
温
泉
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。
四
度

目
の
宿
泊
で
す
。
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れ
た
部
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窓
を
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に
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な
虹
が

う
っ
す
ら
と
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か
っ
て
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ま
す
。
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さ
れ
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す
。
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に
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エ
ル
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鳴
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声
、
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折
通
過
す
る
会

津
鉄
道
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電
車
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音
が
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
と

響
き
ま
す
。

　
部
屋
の
中
に
は
源
泉
掛
け
流
し
の
お
風

呂
が
付
い
て
い
て
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由
に
入
る
事
が
で
き

ま
す
。
時
間
を
忘
れ
て
お
喋
り
に
夢
中
に

な
り
上
膳
下
膳
の
夕
食
も
楽
し
く
頂
き
、

食
後
の
会
話
は
夜
更
け
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
翌
日
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
際
に
一
年

後
の
宿
泊
予
約
を
入
れ
て
宿
を
後
に
し
ま

し
た
。

　
私
が
あ
さ
か
の
学
園
大
学
に
入
学
し
て

早
い
も
の
で
五
年
目
に
な
り
ま
す
。
当
初
、

友
人
に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
入
学
し
ま
し
た

が
、
今
で
は
す
っ
か
り
生
活
の
一
部
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
今
読
ん
で
い
る
本
の
中
に
高
齢
者
に
は
、

教
養
と
教
育
が
必
要
と
あ
り
ま
す
。
置
き

換
え
る
と
、
教
養
と
は
「
今
日
用
」
今
日

の
用
事
、
教
育
と
は
「
今
日
行
く
所
」
特

に
男
性
に
と
っ
て
こ
れ
ら
が
無
け
れ
ば
家

に
閉
じ
こ
も
り
、
う
つ
病
や
痴
呆
の
予
備

軍
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
大
学
に
入
学
し
た
こ
と
で
念
願
の

登
山
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
友
人
と
の
ラ
ン

チ
、
ゴ
ル
フ
な
ど
毎
日
充
実
し
た
生
活
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
あ
さ
か
の
大
学
に
入
学
し
て
早
や
六
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
勉
強
を
し

た
り
、
体
験
を
し
て
日
々
新
鮮
で
す
。

　
写
経
ク
ラ
ブ
に
も
四
年
生
か
ら
入
り
、

五
月
に
は
西
田
町
の
廣
度
寺
に
て
納
経
し

て
、
座
禅
も
や
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
経

験
で
す
。
御
住
職
の
説
法
？
を
聞
き
、
そ

し
て
写
経
。
皆
さ
ん
神
妙
に
黙
々
と
筆
を

動
か
し
ま
す
。
そ
の
空
間
に
と
け
込
ん
で

私
も
な
ん
と
か
時
間
内
に
書
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
文
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の
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手
、
下
手
は
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係
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え
ん
だ
」
と
誰
か
の
言
葉
に
励
ま
さ

れ
て
。

　
写
経
ク
ラ
ブ
は
、
た
だ
書
く
だ
け
で
な

く
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
あ
り
、
親
交
を

深
め
ら
れ
る
の
が
何
よ
り
の
魅
力
で
す
。

令
和
七
年
度

あ
さ
か
の
学
園
大
学
入
学
式

　
令
和
七
年
度
郡
山
市
あ
さ
か
の
学
園
大
学
入

学
式
が
、
４
月
11
日
、
私
た
ち
一
年
生
１
７
３

名
を
含
む
教
養
・
専
門
課
程
５
５
２
名
が
出
席

し
、
け
ん
し
ん
郡
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
普
段
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
発
表
会
な
ど
で
訪
れ

る
機
会
の
多
い
会
場
で
す
が
、
当
日
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
に
足
を
踏
み
入
れ
た
瞬
間
、
同
じ

会
場
と
は
思
え
な
い
熱
気
と
緊
張
感
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。

　
あ
さ
か
の
学
園
大
学
を
「
学
び
の
場
」
と
し

て
自
ら
選
択
し
今
こ
こ
に
お
ら
れ
る
先
輩
の
皆

様
方
の
誇
り
と
喜
び
が
強
く
感
じ
ら
れ
、
私
た

ち
一
年
生
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
園

生
活
へ
の
何
よ
り
の
励
ま
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
式
で
は
、
富
田
学
長

よ
り
入
学
許
可
を
い
た
だ
き
、
品
川
市
長
の
ご

あ
い
さ
つ
、
佐
藤
市
議
会
議
長
の
祝
辞
を
頂
戴

し
ま
し
た
。
新
入
生
代
表
の
鈴
木
ヨ
シ
子
さ
ん

が
「
学
び
続
け
、
人
生
を
謳
歌
し
て
い
く
」
と

の
決
意
を
述
べ
、
在
学
生
代
表
の
國
分
尚
美
さ

ん
か
ら
心
強
い
歓
迎
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
や
や
も
す
る
と
心
身
と
も
に
内
向
き
に
な
り

が
ち
な
年
頃
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
さ
か
の
学

園
大
学
が
学
習
目
標
に
掲
げ
る
「
積
極
的
な
社

会
参
加
の
契
機
と
す
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
活
躍
す
る
力
を
育
む
」
と
い
う

原
点
を
忘
れ
ず
、
学
友
と
の
交
流
を
楽
し
み
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
と
ひ
そ
か
に
誓
っ
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
。 教

養
一
年  

健
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・
福
祉
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臨

地

学

習

 

皆
さ
ん
、
ス
ペ
ー
ス
パ
ー
ク
へ
は
も
う

何
回
行
き
ま
し
た
か
？
　
私
は
今
日
で
二

度
目
で
す
。

　
ゆ
っ
く
り
と
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
し
て
夜

空
を
眺
め
て
、
星
座
を
楽
し
む
。
太
陽
の

し
く
み
、
オ
ー
ロ
ラ
の
出
来
方
も
学
ぶ
。

中
学
の
理
科
の
時
間
の
よ
う
で
す
。

　
あ
さ
か
の
学
園
大
学
に
入
学
し
た
時
か

ら
学
生
気
分
で
す
。
み
ん
な
と
過
ご
す
時

間
は
10
代
の
自
分
に
戻
り
ま
す
。
校
歌
の

中
の
『
あ
あ
青
春
ふ
た
た
び
　
め
ぐ
る
』

そ
の
も
の
で
す
。
楽
し
い
で
す
。

　
夜
空
は
普
段
の
生
活
で
は
見
よ
う
と
し

な
い
と
見
ら
れ
な
い
で
す
。
郡
山
駅
前
広

場
で
天
体
観
望
会
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
夜

空
を
見
上
げ
ま
せ
ん
か
。

　
二
学
年
に
な
っ
て
の
臨
地
学
習
は
郡
山

市
立
美
術
館
で
の
美
術
鑑
賞
で
あ
っ
た
。

｠｠

集
合
は
現
地
に
９
時
40
分
。
ク
ラ
ス
の

中
で
バ
ス
利
用
者
は
私
を
含
め
て
た
っ
た

の
三
人
で
あ
っ
た
。

｠｠

レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
で
郡
山
市
立
美
術

館
中
山
恵
理
学
芸
員
か
ら
今
回
の
企
画
展

武
井
武
雄
展
の
解
説
を
受
け
た
。
さ
ら
に

『
皆
さ
ん
お
見
え
に
な
る
と
、
企
画
展
に

は
足
を
運
ぶ
け
ど
、
年
に
四
回
ほ
ど
入
れ

替
え
し
て
い
ま
す
の
で
常
設
展
に
も
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
』
と
。
印
象
的
な
一
言

は
『
常
設
展
示
物
は
郡
山
市
民
の
税
金
で

買
い
上
げ
た
郡
山
市
民
全
員
の
宝
な
の
で

す
』
と
も
。
家
に
も
買
っ
た
絵
を
飾
っ
て

あ
る
が
常

設
展
の
絵

画
も
良
く

考
え
た
ら

自
分
の
も

の
だ
！
も

っ
と
よ
く

常
設
展
に

も
足
を
運

ば
な
く
て

は
！
と
思

っ
た
。

　
五
月
七
日
、
開
成
山
公
園
内
周
辺
に
あ

る
史
跡
を
、
日
塔
先
生
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
、
改
め
て
史
跡
が
沢
山
あ
る
事
に
驚

き
ま
し
た
。
先
人
達
の
大
変
な
思
い
で
時

代
を
生
き
た
証
を
、
感
じ
ま
し
た
。

　
安
積
開
拓
に
、
多
く
の
先
人
達
が
関
わ

っ
た
結
晶
が
、
今
こ
こ
に
発
展
し
た
郡
山

が
あ
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
今
の
郡

山
を
、
先
人
達
は
ど
う
思
う
の
か
。

　
私
が
住
ん
で
い
る
二
本
松
。
二
本
松
藩

も
、
安
積
開
拓
に
携
わ
っ
た
こ
と
に
も
誇

ら
し
く
思
う
。
人
生
を
歩
ん
で
い
る
中
で
、

先
人
達
へ
の
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
臨
地
学

習
を
通
し
て
改
め
て
感
じ
た
日
で
あ
り
、

開
拓
者
の
精
神
を
未
来
に
伝
え
る
こ
と
の

大
切
さ
も
改
め
て
感
じ
た
日
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　
市
の
一
等
地
に
歴
史
博
物
館
が
完
成
、

そ
れ
に
併
せ
て
５
月
21
日
「
史
跡
を
尋
ね

て
」
の
学
習
が
あ
っ
た
。
五
月
中
旬
な
の

に
気
温
29
・
５
℃
、
全
国
第
二
の
猛
暑
と

な
っ
た
当
日
。
水
分
補
給
し
よ
う
に
も
、

公
園
の
た
め
販
売
機
を
置
い
て
い
な
い
。

熱
中
症
の
症
状
が
現
れ
、
何
名
も
の
学
生

が
日
陰
に
避
難
す
る
有
様
。

　
歴
史
館
で
は
、
12
年
前
の
大
震
災
で
友

人
の
Ｋ
ビ
ル
崩
壊
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
。

幸
い
に
も
、
誰
も
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な

く
避
難
、
Ｋ
さ
ん
日
頃
の
行
い
が
良
か
っ

た
と
噂
し
た
。
隣
の
須
賀
川
市
や
二
本
松

市
、
三
春
町
は
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
郡

山
市
に
は
何
も
誇
る
も
の
は
な
い
と
聞
い

て
き
た
。
そ
の
中
で
歴
史
館
を
造
り
、
何

を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
か
と
個
人
的
に
は
感
じ
る
。

　
い
ず
れ
に

し
て
も
急
激

な
猛
暑
に
慣

れ
て
な
く
、

体
力
の
消
耗

が
激
し
い
臨

地
学
習
と
な

っ
た
。

天
体
に
学
ぶ
、青
春
ふ
た
た
び

教
養
一
年
　健
康
・
福
祉  

吉
田 

た
き

郡
山
市
立
美
術
館
で

絵
画
鑑
賞

教
養
二
年
　健
康
・
福
祉
　村
田 

英
男

臨
地
学
習

専
門
一
年
　健
康
・
福
祉
　大
平 

裕
一

臨
地
学
習
史
跡
を
訪
ね
て

専
門
二
年
　健
康
・
福
祉
　渡
邉 

明
子

　
さ
る
６
月
28
日
㈯
、梅
雨
入
り
し
て
高

温
の
日
が
続
く
中
、第
一
回
大
安
場
公
園

河
川
草
刈
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
週
末
の
多
忙
な
中
、95
名
の
学
生
の
参
加

と
17
台
の
刈
取
機
の
ご
準
備
を
い
た
だ
き

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
学
生
会
は
、郡
山
地
域
の
河
川
愛
護

団
体
に
登
録
し
て
、河
川
環
境
の
保
全
活

動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。今
年
は
、高
温
の

時
期
が
早
か
っ
た
こ
と
で
草
の
伸
び
も
よ
く
、

刈
取
機
で
の
草
刈
、草
の
袋
入
れ
始
末
等
で

は
、ご
苦
労
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。ま
た
、数

日
前
ま
で
降
っ
て
い
た
雨
で
足
場
の
悪
い
中
、

作
業
を
進
め
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、河

川
敷
の
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
回
も
事
故
や
ケ
ガ
が
な
く
、参
加

さ
れ
た
学
生
の
皆
さ
ん
で
作
業
を
通
し
て

交
流
が
図
れ
た
こ
と
、大
変
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、作
業
を
進
め
る
上
で
、委
員
会

の
不
手
際
、連
絡
不
足
等
で
、ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
た
点
、お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
二
回
目
は
、10
月
11
日
㈯
に
予
定
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
多
く
の
方
に
気
軽
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
、今
回
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、学
生
会
國
分
会
長
は
じ
め
理
事
会
の

方
々
、市
の
担
当
部
局
そ
し
て
、環
境
ボ
ラ

ン
ティ
ア
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

環境ボランティア委員会
実行委員長

橋本 町子
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地
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皆
さ
ん
、
ス
ペ
ー
ス
パ
ー
ク
へ
は
も
う

何
回
行
き
ま
し
た
か
？
　
私
は
今
日
で
二

度
目
で
す
。

　
ゆ
っ
く
り
と
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
し
て
夜

空
を
眺
め
て
、
星
座
を
楽
し
む
。
太
陽
の

し
く
み
、
オ
ー
ロ
ラ
の
出
来
方
も
学
ぶ
。

中
学
の
理
科
の
時
間
の
よ
う
で
す
。

　
あ
さ
か
の
学
園
大
学
に
入
学
し
た
時
か

ら
学
生
気
分
で
す
。
み
ん
な
と
過
ご
す
時

間
は
10
代
の
自
分
に
戻
り
ま
す
。
校
歌
の

中
の
『
あ
あ
青
春
ふ
た
た
び
　
め
ぐ
る
』

そ
の
も
の
で
す
。
楽
し
い
で
す
。

　
夜
空
は
普
段
の
生
活
で
は
見
よ
う
と
し

な
い
と
見
ら
れ
な
い
で
す
。
郡
山
駅
前
広

場
で
天
体
観
望
会
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
夜

空
を
見
上
げ
ま
せ
ん
か
。

　
二
学
年
に
な
っ
て
の
臨
地
学
習
は
郡
山

市
立
美
術
館
で
の
美
術
鑑
賞
で
あ
っ
た
。

｠｠

集
合
は
現
地
に
９
時
40
分
。
ク
ラ
ス
の

中
で
バ
ス
利
用
者
は
私
を
含
め
て
た
っ
た

の
三
人
で
あ
っ
た
。

｠｠

レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
で
郡
山
市
立
美
術

館
中
山
恵
理
学
芸
員
か
ら
今
回
の
企
画
展

武
井
武
雄
展
の
解
説
を
受
け
た
。
さ
ら
に

『
皆
さ
ん
お
見
え
に
な
る
と
、
企
画
展
に

は
足
を
運
ぶ
け
ど
、
年
に
四
回
ほ
ど
入
れ

替
え
し
て
い
ま
す
の
で
常
設
展
に
も
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
』
と
。
印
象
的
な
一
言

は
『
常
設
展
示
物
は
郡
山
市
民
の
税
金
で

買
い
上
げ
た
郡
山
市
民
全
員
の
宝
な
の
で

す
』
と
も
。
家
に
も
買
っ
た
絵
を
飾
っ
て

あ
る
が
常

設
展
の
絵

画
も
良
く

考
え
た
ら

自
分
の
も

の
だ
！
も

っ
と
よ
く

常
設
展
に

も
足
を
運

ば
な
く
て

は
！
と
思

っ
た
。

　
五
月
七
日
、
開
成
山
公
園
内
周
辺
に
あ

る
史
跡
を
、
日
塔
先
生
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
、
改
め
て
史
跡
が
沢
山
あ
る
事
に
驚

き
ま
し
た
。
先
人
達
の
大
変
な
思
い
で
時

代
を
生
き
た
証
を
、
感
じ
ま
し
た
。

　
安
積
開
拓
に
、
多
く
の
先
人
達
が
関
わ

っ
た
結
晶
が
、
今
こ
こ
に
発
展
し
た
郡
山

が
あ
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
今
の
郡

山
を
、
先
人
達
は
ど
う
思
う
の
か
。

　
私
が
住
ん
で
い
る
二
本
松
。
二
本
松
藩

も
、
安
積
開
拓
に
携
わ
っ
た
こ
と
に
も
誇

ら
し
く
思
う
。
人
生
を
歩
ん
で
い
る
中
で
、

先
人
達
へ
の
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
臨
地
学

習
を
通
し
て
改
め
て
感
じ
た
日
で
あ
り
、

開
拓
者
の
精
神
を
未
来
に
伝
え
る
こ
と
の

大
切
さ
も
改
め
て
感
じ
た
日
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　
市
の
一
等
地
に
歴
史
博
物
館
が
完
成
、

そ
れ
に
併
せ
て
５
月
21
日
「
史
跡
を
尋
ね

て
」
の
学
習
が
あ
っ
た
。
五
月
中
旬
な
の

に
気
温
29
・
５
℃
、
全
国
第
二
の
猛
暑
と

な
っ
た
当
日
。
水
分
補
給
し
よ
う
に
も
、

公
園
の
た
め
販
売
機
を
置
い
て
い
な
い
。

熱
中
症
の
症
状
が
現
れ
、
何
名
も
の
学
生

が
日
陰
に
避
難
す
る
有
様
。

　
歴
史
館
で
は
、
12
年
前
の
大
震
災
で
友

人
の
Ｋ
ビ
ル
崩
壊
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
。

幸
い
に
も
、
誰
も
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な

く
避
難
、
Ｋ
さ
ん
日
頃
の
行
い
が
良
か
っ

た
と
噂
し
た
。
隣
の
須
賀
川
市
や
二
本
松

市
、
三
春
町
は
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
郡

山
市
に
は
何
も
誇
る
も
の
は
な
い
と
聞
い

て
き
た
。
そ
の
中
で
歴
史
館
を
造
り
、
何

を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
か
と
個
人
的
に
は
感
じ
る
。

　
い
ず
れ
に

し
て
も
急
激

な
猛
暑
に
慣

れ
て
な
く
、

体
力
の
消
耗

が
激
し
い
臨

地
学
習
と
な

っ
た
。

天
体
に
学
ぶ
、青
春
ふ
た
た
び

教
養
一
年
　健
康
・
福
祉  

吉
田 

た
き

郡
山
市
立
美
術
館
で

絵
画
鑑
賞

教
養
二
年
　健
康
・
福
祉
　村
田 

英
男

臨
地
学
習

専
門
一
年
　健
康
・
福
祉
　大
平 

裕
一

臨
地
学
習
史
跡
を
訪
ね
て

専
門
二
年
　健
康
・
福
祉
　渡
邉 

明
子

　
さ
る
６
月
28
日
㈯
、梅
雨
入
り
し
て
高

温
の
日
が
続
く
中
、第
一
回
大
安
場
公
園

河
川
草
刈
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
週
末
の
多
忙
な
中
、95
名
の
学
生
の
参
加

と
17
台
の
刈
取
機
の
ご
準
備
を
い
た
だ
き

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
学
生
会
は
、郡
山
地
域
の
河
川
愛
護

団
体
に
登
録
し
て
、河
川
環
境
の
保
全
活

動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。今
年
は
、高
温
の

時
期
が
早
か
っ
た
こ
と
で
草
の
伸
び
も
よ
く
、

刈
取
機
で
の
草
刈
、草
の
袋
入
れ
始
末
等
で

は
、ご
苦
労
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。ま
た
、数

日
前
ま
で
降
っ
て
い
た
雨
で
足
場
の
悪
い
中
、

作
業
を
進
め
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、河

川
敷
の
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
回
も
事
故
や
ケ
ガ
が
な
く
、参
加

さ
れ
た
学
生
の
皆
さ
ん
で
作
業
を
通
し
て

交
流
が
図
れ
た
こ
と
、大
変
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、作
業
を
進
め
る
上
で
、委
員
会

の
不
手
際
、連
絡
不
足
等
で
、ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
た
点
、お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
二
回
目
は
、10
月
11
日
㈯
に
予
定
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
多
く
の
方
に
気
軽
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
、今
回
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、学
生
会
國
分
会
長
は
じ
め
理
事
会
の

方
々
、市
の
担
当
部
局
そ
し
て
、環
境
ボ
ラ

ン
ティ
ア
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

環境ボランティア委員会
実行委員長

橋本 町子
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じ
ょ
う
ろ
の
先
外
し
び
っ
く
り
雨
蛙

（
１
Ｃ
）
安
藤
　典
子

夕
焼
け
や
孫
と
互
角
の
腕
相
撲

（
２
Ｃ
）
荒
井
ミ
ド
リ

宝
剣
祭
滴
る
汗
や
護
摩
木
焚
く

（
３
Ｃ
）
梅
津
智
恵
子

立
ち
あ
が
る
懐
い
を
の
せ
て
犬
雲
か

（
４
Ｃ
）
本
間
美
樹
治

突
然
の
山
の
雷
逃
げ
場
な
し

（
研
１
）
小
川
　貞
子

百
日
紅
我
が
も
の
顔
の
炎
天
下

（
研
２
）
湯
田
　和
由

年
金
と
生
活
守
る
こ
の
一
票

（
１
Ａ
）
橋
本
　吉
徳

さ
ぁ
青
春
ス
テ
ッ
プ
あ
れ
れ
？
足
も
つ
れ

（
２
Ａ
）
塩
田
由
喜
子

お
い
し
い
ね
笑
顔
で
ほ
お
ば
る
マ
マ
の
味

（
３
Ａ
）
阿
部
の
り
子

わ
が
庭
は
今
年
は
花
よ
り
野
菜
苗

（
４
Ａ
）
佐
久
間
佳
子

大
相
撲 

土
俵
狭
し
と
逃
げ
ま
く
り

（
研
１
）
石
井
　孝
志

ト
ラ
ン
プ
が
世
界
秩
序
を
変
え
て
い
く

（
研
２
）
國
分
　弘
樹

伸
び
代
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　最大11連休の大型ゴールデンウィークが明けた5月10日（土）、学生
会は令和7年度の学生会総会を無事に開催しました。当日は、学園事務
局所長の生江温様、研修2年委員長佐藤重章様にご来賓としてお越し
いただき、貴重なご祝辞を頂戴しました。総会には、各クラスの委員
長・副委員長から32名が出席。提出された5つの議案はすべて承認さ
れ、活発な質疑応答も2件行われました。この総会を通じて、学生会は
新年度を順調にスタートさせることができました。
　あれから季節は巡り、あっという間に10月となります。日頃より学生
会事業にご協力いただき、心より感謝申し上げます。学生会の各実行
委員会が企画・実行する様々な事業活動は、各実行委員の方々が、皆さ
んのために一生懸命計画し、推進しているボランティアの賜物です。こ
の尊い善意を実りあるものにするために、学生の皆様！本年度の後半戦
も学生会活動へのご参加、ご支援をよろしくお願い致します。��

令和7年度 学生会総会の実施
学生会会長　國分　尚美

　猛暑の夏もようやくおさまり、過ごしや
すい気候となってきました。
　学生会会報「あさかの」６２号、皆様の
お手元に届きましたでしょうか？
　ここ数年は、ほぼ毎年のように平年よ
り暑い夏となって、今年ももれなく暑い夏
でした。そんな中、○○に鞭打って頑張っ
た運動会、大安場史跡公園の草刈り、う
ねめ踊り等行事の記事・写真の顔は皆さ
ま輝いていました。今号に寄稿くださいま
した皆様に感謝いたします。そして、猛暑
の中撮影された、撮影隊の皆様にも頭が
下がります。
　「継続は力なり」と自分に言い聞かせ、
会報編集委員となり３年目です。編集委員
の皆様の足を引っ張らないようにするの
に精いっぱいですが、役割を果たすため
に微力ながら頑張るつもりです。
　これからも記事募集の際は、皆様の協
力が不可欠ですので、よろしくお願いい
たします。次号もお楽しみに‼

３Ｂ 古川 みよ子
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うねめ踊り実行委員長
武藤 次雄

「第61回 うねめまつり踊り流し」
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